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1 r~令和3年版成果レポート』に基づく今後の『県政運嘗』等に係る意見」への由答について【地域連携部関係】
【総務地域連携デジタル社会推進常任委員会】

-施策の取総
施策番号 施策名 主担当部局名 委員会意見 回答

241 競技スポーツの 地域連携部 一重とこわか国体で終わることなく、競技力の維持・向上に 一重とこわか国体に向けたき競上技げ力向上の取組により、選手や
推進 国体・全国障 向けて引き続き県の重要な施策として方向性を示し、より一層 指導者、競技随体の中で築 られたレガシーの力も生かし

害者スポーツ の取組を進重められたい。 ながら、引き続き、本県選手の強化など、競技力の維持・向上

L 大会局 また、三三 とこわか大会開催の機会を捉えて、競技力が一定 に努めてまいります。
のレベルに達したパラアスリートに対する競技力の向上への支 パラアスリートの競技力の向上への支援については、子ど
援にも取り組まれたい。 も・福祉部とも協議しながら、岡部との連携のあり方などにつ

いて、しっかりと検討していきます。

352 安心を支え未来 地域連携部 幹線パスの維持・確保のため、存続に向けた取組が必要とさ 昨年度実施した利用者への利用白的や利便性に演する聞き取
につながる公共 れているが、市町とも協力しながら最善の方法で利便性向上や り調査結果もふまえ、市町の地域公共交通会議などの場を通
交通の充実 利用促進にしっかりと取り組まれたい。 じ、市町と協議しながら取組を進めていきます。

354 水資源の確保と 地域連携部 一重県では地籍調査の進捗率が非常に低い状況にあるが、大 リモ トセンシングなど新技術を用いて国が市町の地籍調資
土地の計画的な 規模災害発生時の迅速な復旧・復興の観点からも重要性が認識 の一部を実施する効率的手法導入推進基本調査については、市

一 利用 されていることから、さまざまな手法を有効に活用しながら敢 町とともに国へ働きかけを行い、 2市で実施されたところで
り組まれたい。 す。引き続き、さまざまな手法を活用しながら地籍調査の推進

に取り組みます。





2 三重県立ゆめドームうえのに係る財産処分(売払い)の

取組状況について

三重県立ゆめドームうえのについては、公募型プロポーザル方式による財産処分

(売払い)により手続きを進めているところであり、これまでの取組状況は次のと

おりです。

1 地域への対応

ゆめドームうえのの見直しについては、行財政改革の取組を進める中で、県の財

政負担を軽減しつつ県民サービスを継続することができないか検討した結果、民間

事業者が、ゆめドームうえのの設置目的を継承し、今後 23年間スポーツ施設とし

て運営していく可能性があることが分かったため、県民サービスの継続等を条件と

して民間事業者への売却手続きを進めています。

こうした取組について、伊賀市の協力のもと、施設が立地するゆめが丘地区住民

自治協議会や上野地区住民自治協議会代表者会議、伊賀市スポーツ協会に対し説明

を行ったところ、運営形態にかかわらず施設の継続を望む意見がありました。

また、施設利用者の財産処分(売払い)に対する意見を聴くため、事務室の受付

カウンターに意見箱を設置しました。なお、これまでのところ意見はありません。

2 公募の概要

令和 3年8月初日から公募を開始し、 8月 31白から 9月 28日の問に次の内容

で企画提案を受け付けました。

( 1 )主な財産処分(売払い)の条件

公募型プロポーザル方式による財産処分(売払い)の実施にあたっては、地元

の意向をふまえ、次の①、②を主な条件としました。

①施設の設置目的を継承し、令和4年4月1日から 23年間(施設の残耐用年数)、

スポーツ施設として県民が施設を利用できるようにする乙と。

②第1競技場は客席数の維持に努め、屋内体育施設としての機能を維持すること。

また、伊賀市の指定避難所として利用できるようにすること。

( 2 )最低売却価格

ゆめドームうえのを購入した者は、(1)の条件のもと、引き続きスポーツ施設

として運営しサービスを提供していくことから、最低売却価格は、(1)の条件の

履行に係る経費(県民サービスを提供するため施設の運営上最低限必要となる経

費)6億 8，143万 6千円を不動産鑑定評価額 11億 4，200万円から引いた額とし

て、 4億 6，056万 4千円(税抜)としました。



( 3)条件の履行を援保するための方策

条件の履行を担保するため、募集要項で、次の項目を含めて契約する旨を明示

しました。

①条件の履行状況を調査できる権利の設定

②契約に違反した場合の違約金の支払い義務の設定

③焦が優先的に売却先となる「再売買の予約」に係る予約完結権の設定

3 取組状況

常任委員会直前に確定するため、当日資料配布します。

4 今後の予定

常任委員会直前に確定するため、当日資料配布します。
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3 新型コロナウイルス感染症に係る地域公共交通の現状と

今後の取組について

1 地域公共交通の現状

人口減少や少子化の進展等により地域鉄道やパスなどの地域公共交通の利用

者が減少し、交通事業者を取り巻く環境は厳しい状況にあります。

こうした中、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う移動自粛や、自家用車への

移行などにより利用者が大きく減少しています。

令和 3年 7月の利用実績は、乗合パスでは、観光路線の落ち込みなどにより、

収入ベースで対前々年同月比約 40%減となるとともに、地域鉄道では、乗車人員

ベースで対前々年同月比約 10%~約 30%減、緩光利用が多い「特急南紀j や「快

速みえJでは、約 60%減となるなど、極めて深刻な影響を受けており、特に緊急

事態宣言発令時の 9月では、さらに厳しい状況であると伺っています。

2 交通事業者の取絡に対する猿の支援等

県では、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う路線の維持・確保を図るため、

安定的な運行の維持や、感染症拡大防止対策、利用回帰などに要する経費を支援

しています。

6月補正では、「まん延防止等重点措置Jが適用されたことなどによる交通事

業者への影響に対応するため、安定的な運行の維持および、感染症拡大防止対策に

係る予算を追加計上じ、適切に支援を行っているところです。

また、安全運行に不可欠な設備整備などに取り組めるよう各種補助制度につい

て、新型コロナウイルス感染症の影響をふまえ、さらなる基準緩和、拡充や、減

収分に対する必要な経営支援を行うよう、国に対し今年度の春の要望活動におい

て強く求めたところです。

3 今後の対応、

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う交通事業者の厳しい経営状況は、現在

もなお継続しており未だ回復傾向にないと認識しています。引き続き交通事業者

との意見交換を行い、利用状況や経営状況等の把握に努めるとともに、国等の支

援に関する動向を情報収集しながら、さらなる支援等について検討を行っていき

ます。
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4 リニア中央新幹線の建設促進について

1 現状

リニア中央新幹線の県内駅候補地については、令和 3年 10月7日に開催された

「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会臨時総会j において、亀山市から
ひがし なんぷ

亀山東・南部地域の 3カ所が提案されました。

提案のあった亀山市の県内駅候祷地案は、，リニアの技術面(急カーブできない

など)や地形等の制約、住宅地や工場用地などの都市的土地利用や歴史文化資源等

の除外する区域、アクセス性や災害の恐れのあるハザード区域などを分析し、取り

まとめられたものです。

県内!駅候補地については、今後、亀山市案をふまえ、リニアの効果が県内全域に

波及する場所を県同盟会として検討していく必要があります。

2 今後の取組

今年度中に、亀山市から提案された県内駅候補地案の妥当性を検証するため、

交通工学、都市計画、交通・地域マネジメント、観光学関連などの分野の有識者に

よる調査・分析を行います。

令和4年度には、その分析結果をふまえ、亀山市案の利点や課題等を整理し、

県同盟会会員である市町や経済団体等と意見交換を行うとともに、亀山市や JR

東海と調整のうえ、県|可盟会案を取りまとめる予定です。

これまでの東京・名古屋間の着工スケジュールから想定すると、 JR東海は早

ければ令和 5年度頃に環境影響評価に着手し、その手続きの過程で名古屋・大阪聞

のルートや駅位置を明示していくものと考えています。そのため、県同盟会総会を

令和4年夏頃に開催し、駅位置候補地を決議のうえ、国や JR東海へ要望していき

ます。

引き続き、亀山市をはじめ県内市町や経済団体、リニア沿線自治体等と連携し

ながら、三重・奈良・大阪ルートおよび県内駅位置の早期確定と一日も早い全線開

業の実現に向け、 JR東海と協議していきます。

また、リニア中央新幹線に対する県内の気運醸成を図るため、リニアが三重県に

もたらす効果をまとめた啓発動画(※ 1)や今年 10月に開設した県期成同盟会のホ

ームページ(※ 2)を活用するとともに、若い世代を対象に募集している「みえリ

ニア応援クラブワ(※ 3)の皆さんと啓発活動に取り組んでいきます。

(※ 1 )啓発動画 (※ 2)祭同盟会

ホームページ
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(※ 3)みえリニア

応援クラブ

襲撃
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5 自転車活用推進計画について

1 成果の検証について

令和 2年3月に策定した「三重県自転車活用推進計画(以下「計画Jという。)J 

は、計画期掃を令和 2 年度~5年度の 4年間とし、県の自転車活用の取組に向けた

目標および施策の方向性と、その着実な実施のため講ず、べき措置を定めています。

計画では、施策の推進を図りながら、成果そ確認する項目を進捗確認項目と定め、

検証を行い公表することとしています。

2 令和 2年度の進捗状況と今後の取組について

<目標 1・自転車を活用した地域の観光魅力づくり>

{進捗確認項目】
やばね

・太平洋岸8転車道における環境整備状況:矢羽根の整備延長 193.4km

※計画延長 193.4km (祭管理道路分)

太平洋岸自転車道にかかる走行環境整備などの取組を進めた結果、令和 3年5

月にナショナルサイクルルートに指定されました。

-シェアサイクルの導入数:2件(累計.津市、熊野市観光公社において導入)

【今後の取組】

関係機関で連携し、サイクリング環境の質の向上に努めていきます。

<目標2・サイクルスポーツの普及と自転車を活用した健康づくり>

【進捗確認項目】

-県民の自転車利用状況、通勤時の利用状況:利用率 48%、自転車通勤 17%

※e モニターアンケート結果(令和 2年6月)

「ツアー・オブ・ジャパンいなべステージj や iTOURde熊野j の観戦者数

新型コロナウイルス感染症の影響による開催中止のため、実績はありませんで

した。

【今後の取組】

県民の自転車活用の状況を確認するとともに、引き続き自転車i扇動をはじめと

する自転車活用の推進に向けて啓発を行います。

<毘標3:自転車を安全に安心して利用できるまちづくり>

【進捗確認項巨】

・自転車関連事故死者数:9人(令和 2年実績)

-交通安全教室等の交通安全に関する周知啓発の実施状況:94回 35， 552人

.市町の自転車ネットワーク計画を含む自転車活用推進計画の策定数:

計画策定市町なし(累計)

自転車の安全な通行環境の実現に向け f三重県交通安全条例j を策定し、自転

車損害賠償責任保険等への加入義務化を規定しました。

【今後の取絡】

様々な媒体を活用し、広く県民に条例制定の周知を図り、 自転車の安全利用を

呼びかけていきます。
9 
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6 市町等との連携・協働による地域づくりについて

人口減少および少子高齢化が進展する中で、コミュニティの維持や生活

サービス機能の確保等、さまざまな課題が顕在化しています。このため、市

町等との連携・協働により地域課題の解決に取り組むとともに、地域にお

ける多様な主体の協働による地域づくりを推進しています。

主な取組

( 1 )地域コミュニティと若者をつなぐきっかけづくり事業

①経緯等

これまで県事業として、中山間地域等における持続可能なコミュニテ

ぽィづくりに向けて住民が主体となった活動を担う人材の育成などに取

り紐んできました。一方で、少子高齢化のさらなる進展に伴い、将来に

わたる地域コミュニティの担い手となる若者のカを地域づくりに生か

していくことが全県的な課題となっています。

このため、令和 2年度より、若者のカを地域コミュニティの活性化に

生かす取組として、 1;1:也域コミュニティと若者をつなぐきっかかけづく

り事業Jを実施しています。

具体的には、さまざまなジャンルで活動する若者のトークイベントの

開催や、その参加者同士がつながるためのオンライン交流の場づくり等

により、若者同士のネットワークづくりを行いました。また、その仲間

とともに、県産ヒノキを使った移動式サウナを製作し、これを活用して

地域の人が集う場づくりを企画するなど、実際に地域づくりの経験を積

むことで、地域づくりに携わるきっかけづくりを行いました。

②令和 3年度の取組

令和 3年度においては、アウトドアサウナ、コミュニティスペースや

野外フィールドなどを活用した取組といった若者に対する訴求力の高

いテーマによるトークイベントなどを通じ、若者同士のネットワークの

拡大を図ります。また、地域づくりの現場の見学や体験を通じて身近な

地域課題に関心を持ってもらうとともに、これらの活動に市町職員の参

画を促すなど、市町と連携しながら取組を進めています。

[具体的な取組内容]

圃オンライントークイベントの開催

年度内に4回開催を予定しており、これまでに 2回開催しました。

<第 1回>(7月17日(土)開催)

テーマ:サウナ×地域づくり~サウナで広がる地域の魅力~

概 要:三重県内でサウナをキーワードに地域づくりに取り組む

方々から、取組内容や地域への想いをうかがい、参加者と

の意見交換を行いまJした。参加者に、地域と関わりながら、

取組を推進する面白さを感じていただきました。
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<第2回>(10月10日(日)開催)

テーマ:地域資源な活かした地域の魅力づくり

概 要:野外キャンプ場などの地域資源を活かした地域の魅力づく

りに取り組む方々から、取組内容や地域との関わり方、取

組への想いをうかがい、参加者との意見交換を行いまし

た。参加者に、実際に地域で活動するうえでのポイントな

どを伝えていただきました。

• rQJのつく日(10日、 20日、 30日)にオンライン交流

r Q Jのつく日20時から、オンライン (zoom)で集まる交流の場を

つくることで、オンラインイベントで生まれた若者同士のつながりを

深めることを目的に開催しています。

出入り自由、気軽に参加できる場として、雑談や、このつながりか

ら生まれたプロジェクトなどのテーマを設定し、座談しています。

厩移動式サウナを通じた地域活性化の取組を推進

移動式サウナを通じた地域活性化の取組として、第 1図オンライ

ントークイベントでのつながりをきっかけに、県内外のアウトドア

サウナを通じて場づくりに取り組む団体が集まり、 10月10日(日)に

サウナや地域の魅力を発信するイベントを開催しました。

三重県からは、伊勢茶や尾鷲ヒノキのエキスなどを紹介し、地域の

魅力発信につながる取組を行いました。

( 2 ) r県と市町の地域づくり連携・協働協議会Jの取組

①経緯等

県と市町の地域づくり連携・協働協議会(以下、「協議会Jという。)

は、県と市町が対等な関係で設置する共管組織として、平成21年2月

に設置されました。

協議会では、全県的な課題、地域図有の課題の協議・検討や、地域・

市町の実情に応じた地域づくりの支援に取り組んでいます。

②令和 3年度の取組

協議会において、 「持続可能な地域コミュニティづくりj 、 「市町と

県との連携」をテーマとした検討会議を設置し、市町職員、地域防災総

合事務所職員および地域活性化局職員と連携し、全県的な課題の協議・

検討を進めています。

具体的には、 「持続可能な地域コミュニティづくり j においては、自

治会など地域コミュニティの現状や課題認識について各市町間で情報

共有、意見交換を行うとともに、 「地域コミュニティと若者をつなぐき

っかけづくり事業Jの成果等の情報共有を行っています。

「市町と県との連携」においては、移住促進に係る取組の共有や課題

描出を行うとともに、権限移譲に関する取組の方向性等について検討し

ています。

また、地域防災総合事務所および地域活性化局単位の検討会議におい

ては、災害時の広域連携や地域における移住・定住の促進など、地域の

課題の解決に向け、協議・検討を行っています。
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7 移住促進の取組について

移住の促進については、東京の「ええとこゃんか三重 移住棺談センターJを

中心に、大阪、名古屋での移住相談デスクや移住相談会を通じて、移住希望者の

ニーズに応じた情報提供や、きめ細かな移住相談を行っています。新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により、一部取組が延期や中止となっていますが、オン

ラインを活用した相談会を開催するなど工夫しながら対応しています。

令和 3年4月から 8月末までの状況としては、 518件(前年同期 353件)の移住

相談があり、空き家パンクなど県および市町の施策を利用した県外からの移住者

数は、 179人(前年同期 102人)となっています。

1 令和 3年度の主な取組

新型コロナウイルス感染症の影響などにより、テレワークなど多様な働き方が

広がっているほか、大都市圏において地方への移住に関心を持つ人が増えていま

す。こうした、地方移住に向けた人の流れを三重に向けられるよう、テレワーク

やワーケーションといった「場所」にとらわれない働き方に環心のある層に対す7

るアプローチや、移住希望者が先輩移住者や地域の人たちと継続的に関わりを持

てるようにする取組、移住希望者を受け入れる袋uの態勢強化などについて、市町

や関係部局と連携しながら取組を進めています。

( 1 )ワンストップできめ細かな移住相談体制

東京の常設窓口である「ええとこやんか三重 移住相談センタ-Jでは、感染

防止対策を講じながら、予約制での対闘相談およびオンラインによる相談やセミ

ナーなどを、市田Iとも連携しながら実施しています。

大阪、名古屋においては、定期的に職員が出向く移住相談デスクについて、

7月と 10月は開催しましたが、緊急事態宣言によりやむを得ず中止したものもあ

ります。今後実施予定の、市町と逮携し取り組んでいる移住相談会についても、

開催地域における新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら、オンラインで

も対応できるよう進めるなど、コロナ視での移住相談体制を確保します。

(2 )総合的な情報発信と気運の醸成

全国フェアへの出展や他県との広域連携によるプロモーションを行うとともに、

ホームページや SNS等による積極的な情報発信を行っています。

このうち、全国フェアの一部は中止になりましたが、 8月に参加した大阪の全

国フェアは、徹底した感染紡lL対策のもと、対面とオンライン相談によるハイブ

リッドで実施され、設けられた時間枠 (6枠)全てで相談対応を行いました。

移住希望者が継続的に先輩移住者や地域と関わり交流することで、移住の実現

につなげるための取組である「三重暮らし魅力発信サボーターズスクエア事業」

については、市町や三重暮らし応援コンシェルジュと連携しながら進めています。

これまでに、移住希望者のコミュニティである東京スクエア Plusに参加した方

が本県に移住された後、移住者の受け入れを希望する地域侭liのコミュニティであ

る三重スクエアに参加するなど成果が出てきており、引き続き、移住希望者の方
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に東京スクエア Plusへの参加を促し、三重スクエアをはじめとする地域との交流

を促進していきます。

また、東京スクエア Plusのメンバーが、地域の人たちと交流しながら三重での

豊かな暮らしな体験するオンラインツアーを南伊勢町で実施するほか、フィール

ドワーク等を通じ、地域の課題について地域の人たちと共に考えることで、自分

に合った暮らしを実現するためのきっかけづくりとするプログラムを伊賀市で実

施します。

さらに、「場所j にとらわれない働き方に関心がある新たな層を東京スクエア

Plusに取り込むため、ワーケーションをしながら暮らしを体験するツアーを鳥羽

市で実施します。

このほか、和歌山県、奈良県と連携し、紀伊半島を一つのエリアとして捉え、移

住促進に向けたPRを行うための紀伊半島移住プロモーションを実施します。

(3 )移住者を受け入れる地域の態勢整備

移住の促進にあたっては、移住者を受け入れる市町や地域の取組と、来の取組

とが相互に連携を図ること、地域の受入態勢が整備されることが非常に大切であ

ると考えています。

そのため、市町担当者会議や市町職員を主な対象とした研修会を開催し、県と

市町の連携や市町どうしのつながりの強化を図っています。 7月に実施した市町

担当者会議では、移住者の傾向や県施策の情報共有だけでなく、グループワーク

により、移住促進における課題抽出などの意見交換を行いました。

また、移住希望者を受け入れる側の態勢強化の一環として、移住後において移

住者が孤立しないためのフォローなど、移住者の受け入れを希望する地域の人々

や市町職員などを対象とした人材養成講座(全5図)を他部局とも連携して実施

します。移住希望者のニーズや先進取級事例、移住して良かった点、あるいは、定

者がかなわなかった理由など、移住者からの開き取りなどにより把握した課題と

その解決策などをお互いに共有し、県内全域に横展開することで、県全体におけ

る受入態勢のレベルアップにつなげます。

2 今後の取組

総務省の住民基本台帳人口移動報告によると、東京都では令和 2年7月から

8か月連続で転出超過となり、令和3年3丹、 4月には転入超過に転じたものの、

5月からの4か月は再び転出超過となっています。

また、本県の移住棺談件数においても、令和 3年3月から 7か月連続で前年同

月の相談件数を上回る状況が続いています。

こうした、地方移住に向けた人の流れや関心の高まりを、三重への移住につな

げられるよう、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、対面での相談対応等

も重視しながら、オンラインを積極的に活用したハイブリッドでの事業実施など、

コロナ禍での相談会等のさらなる充実を図ります。

また、「三重暮らし赫力発信サポーターズスクヱア事業Jを着実に推進するとと

もに、移住促進庁内連携関係課長会議や市町・県地域機関担当者との会議、移住

者の受け入れを希望する地域の人々が参加する人材養成講座の開催などにより、

受け入れ側の態勢強化に取り組みます。
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移住者、相談者の状況(令和 3年4Flから 8月末)

( 1 )移住者の状況

移住者数 179人(令和 3年8月末現在)

① 操および市町の施策の利用状況

f空き家パンクJの利用が全体の約4割を占めています。

次いで「市町移住相談窓口利用Jr市町の補助・助成制度利用」となっていま

す。

R3.8末 参考 (R2.8末)

工員 目 移住者数 割合 移住者数 割合

空き家パンク 68人 38.0% 44人 43. 1 % 

市町移住相談窓口利用 48人 26.8% 28人 27.5% 

内 市町の補助・助成制度利用 47人 26. 3% 22人 21. 6% 

言R その他各市町施策 5人 2.8目 1人 1. 0% 

地域おこし協力i球(任期終了) 11人 6. 1目 5人 4. 9目

県施策 。人 O. 0% 2人 2. 0% 

合計 179人 102人

※思lìffiITl~と~"室家~L1_~こ?J空軍里Ifl主事長乏裏援をVlt l_"日，\2"場念1;主L夜明起集長公1乏しι弘虫色

②移住先の地域

「東紀州Jが最も多く、次いで「伊賀J、「中南勢Jとなっています。

東紀州

58 
(32.4%) 

R3.8米

15 

参考:R2. 8末

東紀州



③ 年 代

40代までの移住者が約6部となっています。

R3.8末 参考;R2. 8米

④ 家族構成

「親と未成年の子どもj が最も多く、次いで「夫婦のみJとなっています。

R3. 8末 参考;R2. 8末

不明4(2.2%) その他
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⑤移住前の住所

昨年度同様「近畿」が最も多く約半数を占めています。

「関東Jの割合が、昨年度と比べると約2倍に増加しています。

住旦主」 参考:R2. 8米

⑥移住のきっかけ

「地方で働きたい・田舎で暮らしたいJが最も多く、次いで「実家の近くに戻

りたいJとなっています。

(複数回答有延べ R3.8米:88件、 R2.8末:44件)

鏑R3.8末
50.0% 

ロ参考:R2.8末
40.0% 

30.0% 
20.0% 

10.0% 

0.0% 
い地 ろで環境

暮ら 後定年
実家 域好き 観 趣味

そ

し 4国'"方

で光 の

七ι 子育の良 りの 暮に等 他
た で しに た近 らなで 興
いで働き しミ てい た地 いく しつ訪れ じ

暮た がと い方 に たた た
ら しこ で 戻 い地て (，l 

R3. 8末 42.0% 9. 1 % 9. 1見 18. 2% 2.3% 8.0% 

R2.8末 40.9% 9. 1 % 25盆 0% 9. 1 % 4. 5% 6.8% 
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⑦ 三重県に決めた理由

「買いたい・借りたい家があったjが最も多く、次いで「自然環境が魅力」と

なっています。

(複数回答有延べ R3.8末:119件、 R2.8米:84件)

聞R3.8末

口参考 R2.8末

40.0% 

30.0% 

10.0% 

20.0% 

そ
の
他

親
身
に
な
っ
て
相
談

に
の
っ
て
も
ら
え
た

都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
よ
さ

三
重
県
の
人
が
魅
力

自
然
環
境
が
魅
力

子
育
て
・
病
院
等
生

活
環
境
が
魅
力

就
き
た
い
仕
事
が

あ
っ
た

貿
い
た
い
・
借
り
た

い
家
が
あ
っ
た

親
戚
が
近
く
に
い
る

出
身
地
だ
か
ら

0.0% 

R3.8末

R2.8末

⑧移住後の生活基盤

「企業等への就職」が最も多く、次いで「起業・創業・自営業」となっていま

す。

延べR3.8末:84件、 R2.8米:52件)

鴎 R3.8末

口参考:R2.8来

(複数回答有

50.0% 

40.0% 

30.0% 

20.0% 

10.0% 

0.0% 

そ
の
他

年
金

起
業
・
創
業

自
営
業

漁
業

農
業

企
業
等
へ
の
就

枠
制
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5.8% 

19.0% 

15.4% 

28.6% 

26.9% 

3.6% 

1.9% 

11. 9% 

3.8% 

33.3% 

46.2目

R3. 8末

R2. 8末



(2 ) 棺談者の状況

相談件数 518件(令和 3年8月末現在)

① 受付場所

「東京Jが最も多くなっており、昨年度と比べて1.5倍以上の件数になってい

ます。

R3.8末

② 相談方法

名古屋

4 
(1.1 %) 

大阪

12 

(3.4%) 

参考:R2. 8末

本庁

102 
に (28.9%)

昨年度と比べて iWebJの件数が約 3.5倍になるなど、オンライン方式による

相談が浸透してきた結果が反映されています。

仁亙互主コ 参考:R2. 8末
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③ 相談者の年代

30代・ 40代の相談件数が約半数を占めています。

凶3..8* 参考:R2. 8末

④ 家族構成

昨年度と同様に、「単身j の相談が一番多くなっています。

R3. 8末 参考:R2. 8末
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⑤椙談のきっかけ

「地方で働きたいjが最も多くなっています。

ロ参考:R2 (8月末時点)

図R3(8月末時点)

70.0% 
60.0% 
50.0% 
40.0% 
30.0% 
20.0% 
10.0% 
0.0% 

そ
の
他

観
光
等
で
訪
れ
て
好

き
に
な
っ
た
地
域
で

暮
ら
し
た
い

実
家
の
近
く
に
戻
り

ふ
た
い

定
年
後
に
地
方
で
暮

ら
し
た
い

環
境
の
良
い
と
と
ろ

で
子
育
て
が
し
た
い

地
方
で
働
き
た
い

6目 3目

9.2目

9.6% 

10. 1 % 

15目。百

14. 9目

5. 1 % 

10. 1 % 

4.6% 

4.8% 

59.4% 

50.8目

買3.8末

R2. 8末

⑤ 移住先での生活基盤

「企業等への就職j が昨年同様、最も多くなっています。

延べR3.8末:665件、 R2.8末:408f牛)(複数回答有

沼 R3(8月末時点)

ロ参考:R2 (8月末時点)

60.0% 

50.0% 

40.0% 

30.0% 

20.0% 

10.0% 
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お
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0.0% 
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移住促進に向けた主な取組の予定(令和3年度) 仁長コ
令和3年9月30日現在

<首都圏>

取組概要(実施が確定しているものを記載) 開催日
相談|
者数

移住のいろは編(オンフイン) 4月 17日 18組

伊勢志摩で暴らす(オンライン) 7月 18日 10総

移住相 みえ de起業して暮らす 9月 17日 15紐
ミ防~IJぺe JZ台玉ぐ、

みえd巴空き家リノベーション(仮) 11月 7日 組

県職員のお仕事 12月 11B 組

子育て(仮) 2月 5B 組

移住棺談セン 移住・就職相談デスク(1B 4組限定) 7月 4B 3組
ターにおける

移住・就 移住・就職相談デスク(1B 4組限定) 8月 21日 l組
取組

職 相 談 移住・就職相談ァスク(1B 4組限定) 9月 18日 l組
J3全5h 

移住・就職格談デスク(1日 4組限定) 10月9日 組

移住・就職相談デスク(1日 4紐限定) 11月中 組

U' 1ターン就職セミナー
みえのおしごと採し基本ガイド 8月 26日 10組

(雇用経済部担当)
二重の就職・業界事情 9月 26日 10組|

全4回 内容未定 11月 27日 組

内容未定 2月 26B 組

近畿・東海合同フェア
9月4日 中止

全国規模の移
地域とつながる出会いの場! ((交流&移住》井戸端会議

住フェア等へ ふるさと回帰フェア 2020東京(国際フォーラム) 10月 17日 組
の出展

10月2日
JOIN移住・交流&地域おこしフェア

~3 日
23紐

広域連携移住プ
紀伊半島地域移住プロモーション

11月
組

ロモーション等 ~2 月予定

暮らし体験モニター(鳥羽市)
1月 21日

組
~23 臼

二重器らし体験オンフインツアー(南伊勢町) 11月 20日 車並

三重暮らしゼミナール(伊賀市)スタートアップゼミ 11月 12日 京証

三重暮 (伊賀市)フィールドワーク
12月 4日

経
県単独プロモ らし魅

~5 日

…一;/ヨ Jノ 力発信 (伊賀市)企酒検討会 12月 17日 高E

サボー 1月 15B 
ターズ (伊賀市)現地発表会

~16 日
車置

スクエ
(伊賀市)交流会 2月 18B 高坦

ア事業
東京スクエア Plusメンバー

11月 12日
キックオフ

t荘

東京スクエア Plusメンバー父流会 3月 4日 長温

他部局連携 二重県フェア |イオンレイクタウン 10月 30日 組

小計 延べ 29回予定 (うち l回中止) 組
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移住促進に向けた主な取紐の予定(令和3年度)
仁E

令和 3年 9月3013現在

<関西盤>

取組概要(実施が確定しているものを記載) 開催日
相談
者数

4月 10日 中止

5月 8日 中止

6月 12日 中止

7月 10日 2組

移住相談デスク 日月 11日 中止
大阪ふるさ 原則第2土曜日 (8月、 11月休み)

10月 9臼 組と暮らし情

報センター 12月 11日 組
における取

古且 l月 8日 主旺

2月 12日 組

3月 12日 車旺

ええとこゃんか三重
移住のいろは(仮) 11月27B m 

移住相談会
移住相談会(仮) 3月 12臼 組

おいでや!田舎春らしフェア(ふるさと回帰フェア 2021大阪)
8月 l日 6組

移住フェア (大阪天満 OMMビル)
等への出展 Inakagu rash i X co 11 ec t ion 「イナコレj

11月 13日 五丑
(大阪ふるさと暮らし情報センター)

5月27日 中止

7月29日
予約
なし

関西事務所
移住相談デスク 9月30日 中止

と連携した
奇数月 木曜日(月 l回) (完全予約制)

取組 11月25日 組

l月27日 組

3月24日 五旺

小言十 延べ 20回予定(うち 6田中止) 組
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移住促進に向けた主な取組の予定(令和3年度)
仁亙コ

令和 3年 9月 30日現在

<中京国>

取組概要(実施が確定しているものを記載) 開催日
相談
者数

7月 17日 7組
モンベルと

移住相談デスク
連携した取 10月 16日 組

五丑
年3回原則第3土曜日

2月 19日 組

ええとこやんか三重移住相談会 l月 15日 組

小計 延べ4回予定 級

合計(首都圏、関問題、中京圏) 延べ 53回予定(うち 7回中止) 組
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/一

8 三重とこわカ由体・三重とこわカ1大会Z極関膜送り!こ伴う耳蜂血こついぞ

1 前大会の中止・延期見送りに伴う対応

( 1 )選手、完完投団体

①三重とこわか国体

競技団体を個別に訪問し、長年のご尽力に対する感謝の意をお伝えするとともに、判断に至

った経緯を説明しています。

また、選手や監督など一人ひとりに、三重県選手間であったことの認定証と記念品をお渡し

する授与式の開催を予定しています。

さらに、国体に向けて開質を穣まれた選手が、その成果を発揮し、達成感や充実感を感じる

ことができるよう、競技団体等が実施する交流試合などの代替大会について、その運営費を支

援していきます。

②三重とこわか大会

障がい者スポーツ競技匝体から代替大会の関催を求める多くの意見をいただいており、こう

した競技団体の意向をふまえつつ、競出軍営主管団体や障がい者スポーツ指導者協議会などに

も協力を求めながら、開催に向けて取り組んでいきます。

また、障がいのある方にスポーツの楽しさを知っていただ、くとともに、県民の皆さんの障が

いに対する理解を深める機会として、三重とこわか大会に出場する予定であった三重県選手や

ボランティアの皆さんなどに参加いただく「三重とこわかボッチャ大会(仮称)Jの開催も予定

しています。

(2)市町

鹿児島国体・大会の状況もふまえ、万が一中止・延期となった場合に備えるため、昨年度から

市町等に対し、事業を進めるにあたっては発注時期の見直しゃ分割発注の検討を要請するととも

に、発注・執行済の契約については、各種交付金、補助金の対象経費とすることを説明してきた

ところです。

今回の中止判断が国体開催の約1か月前(会期前実施競技の2週間前)であったため、市町等

においては会場劉蒋や競技会運営にかかる業務が進められていたことから、各業務における発注・

執行状況等の確認を行いながら、各市町等の会場整備にかかる経費や運営経費について支援して

いきます。
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(3)企業

⑪芸手雇用企業

トップ。アスリート就職支援事業により、選手を雇用いただいた企業を個別に訪問し、これま

でのご理解、ご協力に対する感謝の意を伝えるとともに、授与式において、感謝状をお渡しし

たいと考えています。

また、選手一人ひとりに対して、思体が中止となり、目標を失ったことに対するケアを行う

とともに、今後の競技活動に関する意向や新たな呂標等を聴き取り、それぞれの状況に応じて、

雇用していただ、いている企業にご酒日慮をお願いしています。

告湾事金・企業協賛

募金・企業協賛については、目標額5億円を上回る約6億1.245万円(民間企業からの職員

派遣費用を含む。)のご協力をいただくことができました。

寄附金・協賛金については、両大会の開催を前提にいただいたことから、原郎として返還す

ることとしつつ、寄F付者や協賛企業等において、選手への支援なと、今後の本県のスポーツ振興

にご、賛i可いただける場合は、令手口4年度以降のスポーツ振興に活用させていただきたいと考え

ており、寄附者、協賛企業等にこれまでのご協力に対するお礼とあわせて、その旨ご説明して

いるところです。

(4)間大会を支えていただいた関係者

①式典関係者

両大会の式典のために制作していた映像を再編集し、一つの映像作品としてまとめ、発信す

ることで、出場に向けて努力を重ねてこられた選手をはじめ全国の皆さんに、式典を通じてお

伝えしたかった応援メッセージやエールを届けます。あわせて、式典出演者や子どもたちの成

果発表の機会とします。

制作した映像は、ホームページやテレビで発信する予定としています。

0#ランティア

両大会を支えていただくため、各種ボランティアを募集し、多くの方々にご応募いただ、きま

した。

ボランティアの皆さんには、 PR活動にご協力いただいた方々や、事前研修に参加するなど

準備を進めていただ、いた方々がおられ、両大会の中止決定後、皆さんへの感謝とお礼¢気持ち

を込めて、感謝状と参加章、記念品等を贈呈しました。
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2 新しい三重のスポーツ振興の鵬且

( 1 )開催まで積み上げてきたレガシーを生かした恥組

両大会の準備を進める中で、会場施設の整備や運営スタッフ・ボランティアなどの人材養成、

障がい者スポーツを含めたスポーツへの機運醸成など、ハード・ソフト雨面でさまざまなレガシ

ーが生み出されました。

それらのレガシーを活用した取組を進めることにより、例えば、開催競技を地域に根付かせる

など、地域スポーツの振興やスポーツを通じたまちづくり、共生社会づくりにつなげていくこと

が期待できます。

市町や競技図体の皆さんが今後のスポーツ振興についてどう考え、培われたレガシーをどのよ

うに活用していきたいのか、意向をよく聴き取ったうえで、県としての取組や支援を検討してい

きます。

(2)これからの員約支力向上の耳R組と次回の国体開催に向けて

任涜完投力向上の耳E組

競技力向上に向けては、各競技BlJ体のと意見や目標を丁寧にお伺いし、相談を重ねながら、

これまでに培ったノウハウを生かして、今後の取組を検討しているところです。

特に、来年度に向けては、三重とこわか国体に向けてターゲ、ツトヱイジとして育成・強化し

てきた選手や、回{本を契機に本県に定着した選手、新たに結成されたチームが活躍していただ、

けるよう、強化支援を行い、栃木国体において、選手・競技団体とともに天皇杯 10位以内をめ

ざし、取り組んでいきます。

②次回の国体調催に向けて

国体は、県だけで開催できるものではなく、市町や競技団体をはじめ、企業や各種団体、そ

して県民の皆さんのご協力とご支援なくして開催できるものではありません。

次回の国体開催に向けて、これまで両大会に関わっていただいた皆さんの意向をお伺いし、

県全体としての合意形成を図りながら、最も望ましい開催持期を検討していきます。

現在、日本スポーツ協会においてもワーキンググワレープを設置し、令和 17年 (2035年)か

ら始まる 3巡巨の国体のあり方を検討しているところです。

今後、ワーキンググループの取組予定などもお聞きし、本県の開催準備におけるこれまでの

取組をお伝えするなど、ワーキンググルーフ。の活動に協力していくことで、これからのあり方

検討に関わっていきます。
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9 南部地域の活性化に向けた取組について

1 南部地域体験教育旅行促進事業費補助金について

( 1 )概要

令和3年度の南部地域体験教育旅行促進事業費補助金の予算額については、当

初 9，500万円を計上していましたが、教育委員会等を通じて各学校における補助

金活用の意向調査を実施したところ、予算額を上回る総額 i億 2，450万 8千円の

活用が見込まれたことから、希望するすべての学校に対して補助金による支援を

実施できるよう、秋の教育旅行分の申請に備えて、 8月には予算を増額したとこ

ろです。

※9，500万円(当初) + 2， 950万 6千円 (8月補正)口l億 2，450万 6千円

(2 )交付決定状況

9月初日現在、延べ 446校、 29，754人分(総額 i億 336万 9千円)の交付決

定を行いました(中止を除く)。

春・夏と比べ、秋以降は、小学校の修学旅行の申請が増えるなど、多くの学校

で南部地域を呂的地とした教育旅行の実施が予定されています。

一方で、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴い、県内に緊急事態宣言が発

令され〉ていたことから、緊急事態措置期間内 (8 月 27 日 ~9 月初日)に実施を

予定じていた教育旅行は、すべて延期または中止(延べ 78校、 5，693人分)とな

りました。学校や旅行事業者においては、延期に伴う日程調整や旅行行程の変更

に苦労されているという話も伺っており、これら変更対応については、引き続き

迅速に対応しています。

<橋助金交付決定状況>※令和 3年9月初日現在、下段()内は、街治加算有で内数

延べ学校数(校)

小学 中学 高校

4~8 月実施分
49 54 23 
(21) (45) (10) 

10月以降実施分
253 47 2 
(165) (32) (2) 

合計
302 101 25 
(186) (77) (12) 

(参考)R 2実績
305 74 17 
(237) (52) LJ2l 

( 3)教育旅行の概況(9 Fl 30日現在)

① 形態別内訳

特支

2 
(2) 

16 
(16) 

18 
(18) 

14 
(12) 

人数

計 (人)

128 11， 988 
(78) (7， 568) 

318 17， 766 
(215) (11， 624) 

446 29， 754 
(293) (19，192) 

410 24， 168 
(305) (17， 334) 

・宿泊加算のある旅行 延べ 293校、 19，192人分(全体の約 65%)

金額

(千円)

41， 761 
(35， 269. 5) 

61， 608 
(53，559.5) 

103， 369 
(88， 829) 

89， 219 
(79， 487) 

(j本験場所〕伊勢志摩地域:約 70%、東紀州地域-約 9%、陣地域:約 21%

〔宿泊場所〕伊勢志摩地域:約 84%、東紀州地域:約 16%

-日帰りの旅行等延べ 153校、 10，562人分(全体の約 35%)

〔体験場所〕伊勢志摩地域:約 84%、東紀州地域:約 14%、両地域約 2%
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②体験内容

・語り部の案内による熊野古道の散策

-離島を散策し、離島の自然や生活、文化を体験

・シーカヤックやサップなどのウォーターアクティビティを体験

・釣りや地引網、養殖鯛への餌やりなどの漁業体験

(4)アンケート

①実施期間令和 3 年 9 月 7 日 ~9 月 17 B 

② 対象 45校 (7月までに補助金を活用した学校)

③ 結果 36校(回答率:80%) 

<体験教育旅行全体の満足度>

回答数 回答割合(%)

満足 2 7 75% 

やや満足 7 19% 

どちらでもない 2 6% 

やや不満 。
不満 。
計 3 6 

0子どもたちの声

・そんなに遠くはない同じ三重県南部地域だけれど、海沿いの景色も漁業で

養殖している物も(住んでいるところとは)だいぶ違うので驚いた。また、

いろいろなことを体験して三重県南部の良さを再発見したい。

0学校(教員)の意見

-三重県に住んでいるにもかかわらず、伊勢神宮に行ったことのない児童も

多く、ガイドの説明に聞き入っている姿があった。奈良や京都の神社仏閣

を見学するのもいいが、三重県の良さを感じられる旅行となった。

-満足ではあるが、雨天持のプログラムが少ないと感じている。雨天時でも

できる体験や、見学が増えるとありがたい。

<体験メニューの満足度>

回答数 回答割合(%)

満足 5 1 70% 

やや満足 1 7 23% 

どちらでもない 2 3% 

やや不満 3 4% 

不満 。
計 7 3 (※) ※複数回答あり

0子どもたちの声

・離島の人々と話したりして交流できたし、離島の文化や生活を知ることが

できた。
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0学校(教員)の意見

-オリジナルの工芸品を作ることができ、喜んでいた。作業場所も子ども同

士の距離を確保する等、感染対策にも気をつけていただいていてよかった0

・代表の方からのシーグラスや環境問題についてお話をしていただいた。山

を大切にすることは海を大切にしていることにつながる、という乙とを向

かせていただき、まわりを山で臨まれて生活している生徒たちの印象にも

強く残った。

・シャワーや自動販売機等がなく、不便だ、った。

<宿泊施設の満足度>

回答数 回答割合(%)

満足 23 82% 

やや満足 5 18% 

どちらでもない 。
やや不満 。
不満 。
計 28 

0学校(教員)の意見

-宿泊施設で、スタッフの方の対応がとても丁寧で、こちらの要望に沿うよ

うな計画にしてくれた。感染対策も徹底されており、安心して宿泊するこ

とができた。

<コ口ナ収束後の南部地域への教育旅行実施の意向>

回答数 回答割合(%)

実施したい 1 7 47% 

どちらでもない 1 6 44% 

実施したくない 3 8% 

計 36 

0実施したい

・移動距離が短く、時間を有効にゆとりをもった行程を工夫することができ

ることに加え、郷土の良さを味わうことができる。

0どちらでもない

・大人数を一度に受け入れてもらえる、平和学習や人権学習ができる教育旅

行のプランがあれば、また利用することも考えていける。

-政治経済の中心地を見学することは、生徒の将来を見据えたキャリア教育

の観点からも重要であると考えるため、修学旅行の泊を伴う場合は県外、

1日での社会見学なら県内とのすみ分けが考えられる。

0実施したくない

・従来行ってきた東京を中心とした形で、様々なことを学ばせたい。

・県内は家族旅行などで何度も訪れている生徒が多く、 2i自38であれば県

外で平和学習などを中心とした教育旅行を実施したい。
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2 東紀~'I'I地域への誘客活動等について
新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、県内や近野草地域を主ターゲットに

した誘客活動やコロナ収束後に県外や海外から来訪してもらうための情報発信・受

入環境整備等に取り組んでいます。

また、若年層の流出や過疎・高齢化の進行が今後も懸念される中、地域の伝統・

文化の担い手となる若い世代を対象にした人づくりを進めていきます。

( 1 )東紀州へいらっしゃL川熊野尾鷲道路勝通記念キャンペーン

8月 29日に国道 42号「熊野尾鷲道路 (II期)J の尾鷲北 IC~尾鷲南 1 C区間

が隠通し、伊勢路から熊野市大泊までの東紀州路が自動車道で結ばれたことを記

念して、東紀州地域の周遊と旅行者の消費喚起を促すキャンペーンを実施してい

ます。

(当初予定では、開通に合わせて、 8月下旬から実施する計闘でしたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大に伴う三重県緊急事態措置をふまえて、延期して実施する

ものです。)

O概要

キャンペーン期間中に、東紀州地域以外の方が東紀州地域を来訪し、 2つ以

上の市町の観光施設、宿泊施設、飲食庖、体験施設、小売庖、ガソリンスタン

ド等にて、合計 3千円以上をご利用いただいた方から先着順{合計 1千名)に、

地域産品をプレゼントします。

0期間

10 月 18 日 ~2 月 28 日(ただしプレゼントが無くなった場合は、その日寺点で終了)

( 2 )地域の誇り次世代継承プ口ジェクト事業

熊野古道や周辺地域の豊かな自然、歴史、文化等の価値を継承するため、次世

代を担う若年層の入づくりを進めていきます。

①ばりすごいで!世界遺産塾

地域のさまざまな達人を裂の講師やコーディネーターに迎え、地域に根付く

産業や特産物、伝統などを東紀州地域の小中学生に体験してもらうイベントを

開催します。

0今後の予定 12月以降の感染症の状況を見ながら順次開催予定

②~知って、守って、つなぐ~ rSDGs in熊野古道j事業

東紀州地域の高校生を対象に、熊野古道の現地学習や清掃ボランティア活動

への参加などの取組を行い、地域の魅力や価値への気づ、きや、保全に携わる

方々の患いを知ってもらうことで、保全の大切さに対する意識の向上を図って

いきます。

こうした取組により、将来にわたって「持続可能なj熊野古道を目指すとと

もに、次世代を担う若者層の地元への愛着心を育んでいきます。

0対象:東紀州地域の高校生(尾鷲高校・木本高校)

0今年度の取組(予定): 

10月30B 尾鷲高校・木本高校合同第 1回地域学習(通り峠道と丸山千枚田)

11月 13日 熊野古道一斉ク 1)ーンアップ作戦にで清掃活動(大吹峠等)

11月21日 尾鷲高校・木本高校合同第 2田地域学習(熊野古道センター)

1月以降 振り返りと次年度に向けての検証
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(3 )熊野古道サポーターズクラブ

熊野古道に関心のあるボランティアを募集して、地域の保全団体の活動をサポ

ートする保全体験(清掃ウオーク等)を行います。

11月の活動では、熊野古道沿線の各保全団体と連携して f熊野古道一斉クリー

ンアップ作戦Jを計画しており、熊野古道サボーターズクラブ登録者や世界遺産登

録 15周年実行委員会構成団体、東紀州地域の高校生等の参加を予定しています。

O今年度の取組(予定): 

11 月 13日「熊野古道一斉クリーンアップP作戦j 松本峠、始神峠など|
し計 5回

12~ 2月各月 1回女鬼峠、大吹峠、三瀬坂峠 「程度

(4 )熊野古道センター

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、令和 3年度は、「まん延防止等重

点措置jの適用により 4月初日から 6月初日の問、「三重県緊急警戒宣言」の発

令により 8月88から 8月初日の問、それぞれ集客イベントを中止・延期しまし

た。

さらに、「三重県緊急事態措置」の発令に伴い、 8月 27日から 9月初日まで

の潤、イベントの中止・延期に加えて休館しました。

来場者数は、年度当初から教育旅行等の受け入れ等により、一定数がありまし

た。 9月は休館により Oとなっていますが、 10月以降、教育旅行来訪の予約が順

次入っています。

<参考:全体の来場者数>

4月 5月 6!l 7月 8月 9!l 10月 11月 12月 1月 2丹 3月 合計

令和3年度 8，828 7，545 7，566 9，244 5，344 。 38，527 
令和2年度 1，614 2.448 5，597 6.939 8.110 11，625 11.431 16.095 8.424 5，220 8，979 10，678 97.160 

令和冗年度 9.703 17.294 9.351 11，694 9，772 7.498 12，017 14，030 19.461 7，629 10，179 01 128.628 
平成30年度 11.283 17.473 6.466 7.476 12，928 5，790 … 7778 8，361 15，1引 ~堕一週~l__M77 

※令和2年度、 3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けている。

令和元年度は、熊野古道世界遺産登録 15周年記念事業を実施。

<参考:教育旅行による来場者数>
令和 3年度 24校、 1，947 人 (4 月 ~9 月)、令和 2 年度 87校、 5，162人

※令和元年度以前はデータなし

0今年度の主な展示・イベント

10 月 1 日 ~31 日
ヨどの

企画展「わが郷土のお祭り『紀宝町と烏止野神社例大祭 ~J

11月6日

113，961 

開館 15周年記念知られざる熊野探訪ツアー「西国第一の難所~八鬼山越えj

12月 11日

熊野古道センター開館 15周年記念コンサート「吉鶴洋一ビオラコンサートj

12月 188~令和 4年 1 月 30 日

企画展 開舘 15用年記念「未来へ ~子供たちと伝える熊野古道の魅力~J
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( 5) (一社)東紀州地域振興公社の取組

感染症拡大防止への配慮からイベント等へ参加はできませんでしたが、 11月以

降、販売促進活動のため、県外のイベントへ順次参加します。

0イベント参加予定

・ 11 月 12~14 日、イオンモール新瑞橋(名古屋市)

「三重県フェア」情報発信と海産・農産加工品等特産品販売

・ 11 月 27~28 日、三重テラス(東京都)

東紀州みかん・特産品祭り in三重テラスで情報発信

・ 12 月 3~5 目、イオンモール京都桂川(京都市)

「三重県フェア」で情報発信

-令手口 4 年 1 月 16~17日、金山総合駅(名古屋市)

「南三重ふれあいフェスタ in金山Jで情報発信及び特産品販売

( 6)スペイン・バスク自治州との連携

令和元年 11月にスペイン・バスク自治州と締結した「世界遺産の巡礼道を生

かした協力・連携に関する覚書」に基づき、「サンティアゴ・デ・コンポステー

ラの巡礼路・バスクの道J写真展を、令和2年度には県内外の 3カ所(熊野吉道

センタ一、世界遺産熊野古道本宮館(和歌山県田辺市)、志摩又ペイン村)で開

催しました。

今年度は、百五銀行守山支底(愛知県名古屋市)で6月1日から 7月初日ま

での問、開催し、 562人の方々の目に触れました。また、三重テラス(東京都中

央区)で 10月初日から 11月2日に開催を予定しています。

バスク自治州においても「熊野古道伊勢路j写真展がフランスとの国境に麗し

ているイルンのオイアソ美術館で9月初日から 10月 17日の間に開催されまし

た。その後も、ピルバオの歴史博物館やビトリアの考古学博物館での開催も準備

されています。

なお、新型コロナウイルス感染症収束後には河県州の巡礼道関係者向土が交流

を再開できるよう、オンラインなどの活用も含めて継続的に交流を続けていき

ます。

離i
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ザ す協へ
いらっしゃいJ

町一一熊野建鷲
閣通記念

キャンベーン
令利耳年10月18日から

ー令和4年2月28日まで

東紀州地域申を来訪し、 <2つ以上の市町>の観光施設、宿泊施設、飲食底、体験施設、

小売!吉、ガソリンスタンド等で、合計3，000円(税込)以上をご利用いただいた方に先着目買で
素敵なプレゼントを進呈します! *紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宗町

噂東紀州地域に
出かけよう!

東紀州地域を巡って、自然体験やおいしい
童事、温泉、お泊まりなどを満喫しよう。
3，000円以上回ご利用でプレゼント受取可。

プレゼントを選んで、
引渡場所ヘGo!
~ 

5つの引渡場所ごとに、それぞれ当地自慢
の産品(先着200名様)をご用意。目当ての
プレゼントがあるところに行こう。
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職
ず!

施設スタッフに fレシートJと「住所
が確認できる物(運転免許証等)J
を提示して、プレゼントをもらおう。



三重県橋野市有馬町日7
TEL 0597~88MI011 

8営業時間/10氾{I"":'17:00(コロナにより管業時間定締)
@定休毘/年中祭休

瞳聾鶴轟轟鱒
三重県海牟量郡紀宝町井田15GB守7
TEL 0735-33;0300 {鞠童館)
@間業時間/物産鎗&.30;"'19:00

ウミガメ水族館9;{lO.......18:00
@定休日t年中無休

旅のエチケットの案内

旅行観光でお越しいただく
燦は、新しい旅のエチケット
を守っていただき、新型コロ
ナウイルス感染症等の感染リ
スクを避けて安全 a安心な旅
をお楽しみください.

京総ti'I地域への
交通アタセス ゅ:懇

音'ipBlender三重・東fe.tt1晶

モデルコース紹介ザ 警襲

スペシャルテイコーヒーを
楽しめます。

滋磯野てニ主'，e. 仇ミ I I 
醐繭臨臨|吋

三重県海牟婁郡部晴町河閏和61l5M5
TEL 05979~3目。 333

修費業時間/9:00-17:30(カフzラストオーダ /17均01
猛毒定休8ノ年中祭休

熊野尾鷲道路(ll頬)

令籾3年8!'l29目(目}
15:00開通

※上記の引換商品lま当日のイ士入状況等により、別の同等商品になる場合がございますので予めご了軍ください。※写真It全てイメジです。※新型コロナウイルス
感染症の状況等により、キヤンベ ン在中止・中断する場合があります。また、引霊場所となる施設の官業日・時間等が変更古れる場合がありますので、お出かけの際
は事前にご確認されることをおすすめいたします。
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1 要旨

10 新過疎法施行に伴う過疎地域持続的発展方針

及び計画の策定について

「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法J(令和 3年4月1日施行。

以下「新過疎法Jという。)に基づき、 8月 16日付けで「三重県過疎地域持続的発

展方針」を策定しました。

また、過疎方針に基づいて策定する「三重県過疎地域持続的発展計画Jについて、

以下の計画(案)のとおり検討しています。

2 新過疎法の概要

( 1 )指定地域の見直し

「人口要件j 及び「財政力要件j の基準の変更により、志摩市の一部 (1日浜

島町、!日大王町、旧志摩町、!日磯部町)及び伊賀市の一部(旧島ヶ原村)が新

たに過疎地域に指定されました。一方、津市 (1日美杉村)は特定市町村(過疎

地域ではなくなるが経過措置 (6年間)として支援等が継続される地域)とな

り、県内の過疎地域は 10市町 14地域となりました。

[過疎地域110市町 14地域

尾鷲市、鳥羽市、熊野市、大台町、大紀町、南伊勢町、紀北町

松阪市(旧飯南町、|日飯高町)、志摩市(旧浜島町、旧大王町、旧志摩町、旧磯部町)

伊賀市(旧島ケ原村)

[特定市町村11市1地域

津市([呂美杉村)

(2 )主な内容の見直し

①県の責務の明記

・過疎地域の市町村の区域を超える広域にわたる施策、市町村相互間の連絡

調整並びに人的及び技術的援助その他必要な援助を行うよう努めること。

②県計画・市町計画における記載事項の追加

・目標及び計画の達成状況の評価等について記載すること。
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3 過疎地域持続的発展方針と過疎地域持続的発展計画(県・市町)との関係

新過疎法第7条に基づき、県は、「三重県過疎地域持続的発展方針J(過疎方針)

(①)を閣の同意を得て、 8月 16臼付けで策定しました。

過疎市町(特定市町村を含む)は、過疎方針に基づき、当該市町の議会の議決を

経て「各市町過疎地域持続的発展計画J(市町計画)(②一 2)を策定します。市町

/計画に基づいた事業の実施にあたっては、過疎対策事業債の活用など財政優遇措置

が講じられます。

また、県は、過疎方針に基づき、「三重県過疎地域持続的発展計画J(県計商)(② 

- 1) を策定します。

過疎方針が、過疎地域の持続的発展を図るための基本的な事項や実施すべき施策

に関する事項についての方針を定めるのに対し、県計画は、過疎方針に基づき、市

町に協力して県が講じようとする措置の内容(具体的な事業)及び目標と評価に隠

する事項を定めるものとなります。

吟一一一一一一 E 間

同意 L-一三一一;
i . 8月 lfi日策定

②-1 4 一一…一一一一一 m 官二i…

| 立昼過疎地域持続的発展開 いイ :出過疎地問的発展開
!調整

• 12月頃策定し、国へ提出予定(議決不要) -原員1)として 9月の市町議会で議決

(一部は 12月議会の見込み)

4 三重県過疎地域持続的発展方針 (R3.8.16策定)の概要

( 1 )対象期間及び対象地域

・対象期間 令和 3年4月 1Elから令和 8年3月 31日までの 5年間

(※新過疎法は令和 13年3月 31日までの時限立法)

・ 対象地域 過疎地域 10市町 14地域+特定市町村(津市(I日美杉村)) 

( 2 )基本的な事項について

①過疎地域の現状分析

・ 過疎地域の人口減少率 (S50→H27: 40.6%)や高齢者比率 (H27:42.2%)、

市町の財政力等について現状分析

・ 市町道の改良率・舗装率、汚水処理人口普及率、 1人当たりの所得金額

等において、非過疎地域との格差が残っていることをグラフ等で提示
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②過疎地域における課題と新たな潮流

ア 過疎地域を取り巻く厳しい環境の見通し

・急速な人口減少と高齢化・自主財源に乏しい財政構造

・地域産業の活力低下と雇用の場の不足

・公益的機能の低下

・生活基盤の整備の遅れ

イ 過疎地域の可能性を広げる新たな減流

• SDGsの理念の広がりと脱炭素社会の実現に向けた動き

・デジタルトランスフォーメーション (DX)の推進

・新しい人の流れと人と地域のつながりの創出

③過疎地域持続的発展の基本的方針(本県の特徴)

・過疎地域が有する、都市部にはない自然環境、景観、生活文化、ライフス

タイル等の価値・役割は、 SDGsで示されている持続可能性や多様性等の考

え方と親和牲が高く、過疎地域の持続的発展は、 SDGs実現のロールモデル

にもなり得ます。

・このことから、過疎地域の特性を生かした教育の展開や新しい人の流れと

地域とのつながりの創出、地域社会の担い手となる人材の育成、しごとづ

くりの新たな展開などに加え、これまで過疎地域にとって不利とされてき

た時間や距離の制約を取り払う況を積極的に推進するとともに、「誰一人

取り残さないjことを理念とする SDGsの考え方を取り入れることで、過疎

地域の持続可能な発展に向けた取組を進めていきます。

- また、新型コロナウイルス感染症の拡大により、ワーケーションや二地域

居住等の新しい働き方や暮らしが注目されるなど、人びとのライフスタイ

ルや価値観等が大きく変化しつつあることをチャンスととらえ、過疎対策

に取り組んでいくこととします。
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5 三重県過疎地域持続的発展計商(案)の概要

( 1 )対象期間及び対象地域(過疎方針と同様)

・対象期間 令和 3年4月1日から令和 8年3月31Bまでの 5年罰

・対象地域 過疎地域 10市町 14地域十特定市町村(津市(旧美杉村)) 

(2 )過疎地域の持続的発展に関する目標

[t旨標] 令平日 7年における過疎地域の人口

[日襟値1 110，000人 (R7国勢調査)<現状値 146， 303人 (H27国勢調査)>

※考え方については別記のとおり

( 3)計画の達成状況の評価に関する事項

本計画の達成状況の評価については、毎年度の「三重県まち・ひと・しごと餅

生総合戦略Jの評価・検証を参考とするとともに、過疎地域の人口統計及び過疎

対策事業実績調査等により行うものとします。

(4 )各施策別事業計画

県言十聞は、過疎地域の持続的発展を図るため、市町に協力して県が講じようと

する措置の内容を定めるものであることから、過疎方針に示す各施策別取組方鈴

に沿って、各部局が実施する事業名及び事業内容について記載しています。

・ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成

・ 農林水産業、商工業、情報通信産業その他の産業の振興及び観光の開発

・ デジタル社会の推進

・ 交通施設の整備及び住民の臼常的な移動のための交通手段の確保

・ 生活環境の整備

・ 子育て環境の確保、高齢者等の保健・福祉の向上及び増進

・ 医療の確保

・教育の振興

・集落の整備

・ 地域文化の振興等

・ 再生可能エネルギーの利用の推進

・ その他地域の持続的発展に関し必要な事項

※巻末に、各施策31J事業計画と SDGsの 17のゴールとの関係を示す表を添付

6 今後の対応方針

11月に予定されている令和2年国勢調査の確報値公表に伴い、目標伎の修正を

行うとともに、すべての市町の計画との整合を図ったうえで、あらためでは月の

常任委員会に最終案をお示しします。
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匪コ画
【目標値設定の考え方】

0第 2期「三重県まち・ひと・しごと創生総合戦略j における県全体の人口の将来展望

県外への転出超過数を毎年 608人ずつ改善するなど必要な対策を講じ、合計特殊出生

率や転出超過数が改善された場合、 2060年には県全体で 134万人を確保できるとしてお

り、 2025年(令和7年)では 169万人を確保することが見込まれています。

i f『みえ県民カビジョン第三次行動計画』第 3編地方創生の実現に向けて第3節人口の将来展望j

;より

平成 27(2015)年 10月に策定した「三重県人口ビジョンJ(以下「人口ビジョンJという。)の将来推計

では、人口減少が進むと 2060年時点には県全体で 120万人まで落ち込むととをお示ししました。また、転

出超過数を毎年 280人ずつ改善し、合計特殊出生率を 2020年代半ばに1.8台に引き上げるなど必要な対策

を講じ、合計特殊出生率や転出超過数が改善された場合、 2060年には県全体では 142万人を確保するとと

を見込んでいました。

その後4年が経過し、 2060年の人口の将来推計に動きはありませんが、近年の転出超過の状況をふまえ、

転出超過が0になる時期をあらためて検討し、人口ビジョンの設定時期を 5年後に見直すこととし、試算

を行いました。それによると、令和元 (2019)年の県外への転出超過数 6，251人を、毎年 608人ずつ改善

するなど必要な対策を講じ、合計特殊出生率や転出超過数が改善された場合、 2060年には北中部地域で 117

;万人、南部地域で 17万人、県全体では 134万人を確保できることが見込まれます。

図5 三重県の将来人口のベース推計と将来展望
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0過疎地域における人口の臼標設定

5年ごとに実施される医勢調査の値では、県全体では、平成 22年調査から人口減少に

転じており、年々減少幅が大きくなってきています。

過疎地域における人口減少率については、県全体と同様に年々減少幅が大きくなって

きていますが、県全体の増減率と比べると、 H17:/'，.7.5ポイント、自22:ム8ポイント、

H27 :ム9ポイントと徐々にその差は大きくなっており、過疎地域の人口減少が県全体よ

りもさらに加速度的に進んでいることが分かります。

このトレンドから推定し、 R2では県全体の増減率との差をム10ポイント、 R7ではム

11ポイントと仮定すると、過疎地域での増減率はR2ではど"'13.6%、R7ではム14.4%と

試算され(②)、 R7の過疎地域の人口は 108.202人(下表の上段( )書き)になると予

想されます。

そこで、県及び市町がそれぞれの過疎計画に基づいた対策を行うこと及び県全体の減

少率も R7には改善を目指していることをふまえ、 R7の減少率を/'，.13.4%(県令体との

差を R2と同様のム10ポイントで維持)に改善させることを目指し、 R7の過疎地域の人

口を 109.466人(110.000人) (下表の下段王盤蓮)とすることを目標とします。

なお、 11月に公表される令和2年国勢調査の確報値を反映して見直すものとします。

平成 17年 平成 22年 平成 27年 令和 2年 令和 7年

人口 1. 866. 963 1. 854， 724 
1， 750， 000 1. 690， 000 

1，815，865 

県体全

(将来展望) (将来展望)
ー‘ーー占晶句ー“凶晶』““』ー『ー守

増減率
十0.5% ム0.7% /'，.2. 1% ム3.6% ム3.4%

① 

人口 180，316 164. 603 146， 303 
126， 405 (108， 202) 

過疎地
(見込み) 1091466 

守--ー』ーーー晶 d凶“‘・ M 晶』晶』“ d凶晶ーー一ー句

域 増減率 (ム14.4%)
ム7.0% ム8.7% /'，.11.1% /'，.13.6% 

② /'，.13.4% 

増減率の差 (/'，.11. 0) 
ム7.5 /'，. 8. 0 ム9.0 ム10.0 

②ー① ム10.0 
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20-2指定管理者が行う公の施設の管理状坦報告(樟式1)

(様式1) 

11 指定管理者が行う公の施設の管理状況報告(令和2年度分)について

<県の評価等>
施設所管部名 盟壁達重艶

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 三重県立ゆめドームうえの(伊賀市ゆめが辰一丁目1番の3)

指定管理者の名称等 日本環境マネラメン卜側代表取締役片山安茂

指定の期間 平成29年4月1日~令和4年3月31臼

-ゆめドームうえのの設置目的を達成するために必要な貸館事業及び指定管理者の自主事業の実施
に関する業務

指定管理者が行う管Z呈業務の内容 -ゆめドームうえのの施設等の利用の許可等に関する業務
Eゆめドームうえのの利用料金の収受等に関する業務
-ゆめドームうえのの施設・設備の維持管理及び修繕に関する業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、令和元年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者
県の評価

評{面のI貰呂 の自己評価 コメント

R1 R2 R1 R2 

新型コロナウイルス感染予防対策をガイドラインに則り実施し、安心安全な施設
1 管理業務の実施

B B + 
運営を行っている。また、三重とこわか国体に向けて内製化できる修繕について

状j兄 はリストアップし実施するなど、施設の効果的、効率的な管理・運営に努めてお
り、適切に業務を実施したと評価できる。

年間施設利用者数は60，997人(119，547人)、施設利用率は83.0%(91.9%)、て競特技

2 施設の利用状況 B C 
場(火曜日昼間)利用率は50.0%(63.5%)となっており、令和元年度と比較し
に年間施設利用者数が大幅に減少した。
※( )の数値は令和元年度

年間施設利用者数は、目標値105，000人に対し実績値60，997人、施設利用半は呂

3 成果呂標及びそ
標値85.0%に対し実績値83.0%となったものの、競技場(火曜B昼間)利用率は目

B B 標値45.0%に対し実績値50.0%で目標を達成した。
の実績

新型コロナウイルス感染症の影響による大会等のキャンセルに対し、施設の空き
状況を広〈周知するなどにより、施設の利用向上に努めたことは評価できる。

※「評価の項目jの燥の評
価

r + J (プラス)→指定管理者の自己評価に比べて高〈評鏑する。
「ーJ(マイナス)→指定管理者の白己評価に比べて低〈評価する。
r J(空白) →指定管理者の自己評価と概ね閉じ評価とする。

総括的な評価

新型コロナウイルス感染拡大予防の対策として、施設利用後にこまめに消毒を行ったり、換気をよくする
ため、トレーニンク“室等にサッシの形状にあわせた網戸を自ら工夫して設置するなどし、対策を徹底した。
また、緊急事態宣言下では、休館に伴う利用者への連絡、問い合わせに丁寧に対応し、再開後に備える
など、状況に応じて安心安全な施設運営に努め、適切に管理されているものと評価する。

特に、管理業務については以下の通り実施され、施設の設置目的である「県民の心身の健全な発達お
よび体苔・スポーツの普及振興を図るとともに文化の向上等jの達成に向け、取り組んでいる。
・施設設備の維持修繕を行い、施設を良好な状態で維持管理している。
・窓口、電話でのきめ細かな対応を行うなど、公の施設であることを十分に意識し、誰もが平等に利用で

きるよう努めている。
剛危機管理の取組として、指定管理者独自でも危機管理マニュアルに基づき、災害時の対応に不備のな

いよう訓練を行っている。
E 利用者アンケートに基づき、自主事業で新規講座を始めるなど、利用者の声を事業等に反娘するよう

努めている。
・人権やハラスメントの啓発、情報公開や信人情報保護について、適切に取り組んでいる。

その他、ホームページやフェイスブック等による積極的な情報発信や、自主事業である各種教室の充
実、ファミリーデ一、スポフェス@ドームの開催等により、手1)用促進に努めた。
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20~2 指定管理者が行う公の施設の管理状，見報告(様式1)

<指定管理者の評価同報告書(令和2年度分)>

1 管理業務の実施状況及び利用状況

指定管2里者の名称。日本環境マネジメント株式会社

(1 )管理業務の実施状況

(1)管理運掌業務の婁織に関する業務

-指定管理4年目の令和2年度は、コロナ禍のもと、感染予妨対策に最重点を置きながら、利用者が安全に施設を利用できるよう諸
事業に取り組みました。
新型コ口ナウイルス感染症拡大防止のため4月15日より5.Fl17日まで会館臨時休館となりましたが、休館中は、休館に伴う利用者
への連絡、問い合わせ対応などを行い、また、普段手入れが行き届きにくい施設賂りの維持管理業務に努めました。
感染予防対策としては、手指消毒液、非接触型体混計、飛沫感染予防設備の設置、利用者の体調チェック表の運用等のほか、換
気対策として、トレーニング室、軽運動室、会議室の窓枠に網戸を設置し、夏場も虫の侵入を抑制しながら十分に換気を行えるよう
にしました。
-貸館事業は、年間施設利用者数 60，997人(前年度比58，550人滅、目標105，000人)、施設利用率 83.0%(前年度比8.9ポイント減、
目標85.0%以上)、火濯白昼間の競技場利用率 50.0%(前年度比13.5ポイント減、目標45.0%)となり、新型コロナウイルス感染症
の影響により令和元年度実績を大きく下回りました。
-自主事業(イベント)は、 8.Flに『夏のスペシャル企商Jとして、第二競技場にて卓球、バドミントン用に施設を開放し、誰もが競技に
触れて楽しむことのできる企函を実施しました。 11月には三重県、伊賀市スポーツ推進課の協力のもと、 1階ロビーにて「東京202
Oオリンピッヴ聖火ランヲンJの展示を行い、終日1，900人が観覧しました。 12月にはスポーツフェスティバルを開催、 1月には三重とこ
わか国体推進イベントとして「第1毘ゆめドームうえのカップキンボールスポーツ大会jを開催しました。
-自主事業(教家事業)は、年度途中の開講E終講合わせて19講座を実施しました。
4月より新規講2主としてf月曜日のZUMBAJrど椴性 1ピラティスJrZUMBA GOLD J rフラトレjをス51 トしましたが、 4月15日以降の
休舘に伴い、 6月末まで全ての講座を開催中止としました。 7月より再開しましたが、コロナ禍による自粛ムードは改善せず、自主教
室の延べ参加人数は、 3，925人で令和元年度(7，760人)より49.4%減となりました。
-トレーニング室は、 487人の新規登録があり、累計登録者数は2，719人となりました。年間の総利用者数は6，665人で、営業日11:1
当たりの平均は22.4人と、令和元年度(40.3人)Iこ比べて大きく減少しました。新型コロナウイルス感染疲拡大防止のため、 4.Fl1日
より5月31Bまで休室としました。6月1日より再開しましたが、感染拡大防止のため、 1@!1時間以内とし、利用人数についても10人
と、制限を設けながらの再開のため、利用者数は{申びませんでした。

②腕設及び設備の維持管理及ぴ修繕!こ闘す益業務

令和2年度は主に、会議室空調の室外機修繕、男子吏衣室の給湯器の取替、誘導灯設備修繕を行いました。空誠設備の故障も
発生しましたが、修繕が完了するまで、ファンヒ一世ーの購入、設置により対応し:ました。
また、内製化できる修繕については、三重とこわか毘体に向けてリストアップし、E十箇的に小規模修繕を行いました。

@)墨腕策への配慮に園す2差務

.f三重県立ゆめドームうえのの管理協定に関する基本協定書J第6条に基づき、次の通り取り組みました。
①人権尊重社会の実現として、個人情報保護研修(7/17)やf企業と人権jをテーマにした人権研修(10/23)を実施しました。
②持続可能な循環型社会の創造に向けた環境保全活動として、省エネ仕様の自動員E売機B台を継続的に設置しています。また、
命事日2年度に当施設で使用された電力は、温室効果ガス調整後排出係数0.Okg-C02/kWhでした。
③④ユ県ニ1¥ーサルデザインのまちづくりとして、バリアフリ 仕様の自動販売機1台を継続的に設置しています。

内在住者、県内観光客の情報入手利便性の向上を図るため、洲町アクセスポイントは引き続きfFree-WトFトMIEJとしていま
す。
⑤三重県のスポーツ推進月間に合わせ、 9・10月にfトレ ニング室ポイントキャンペーンjを実施、 11月14Bには1階ロビーにて「東
京2020オリンピッヲ聖火ランヲンjを展示しました。 12月5・6日にはスポーツフェスティパルを実施し、卓球とバドミントンの利用を無
料漏放し、 2白間で113人が利用しました。
⑥三重とこわか毘体推進イベントとして、デモンストレ ション競技の「第1白ゆめドームうえのカップキンボールスポーツ大会Jを1
月31臼に実施しました。

ぬ情報公開・偶人情報保護!こ盟する業務

-令幸日2年度中の情報公開の開示請求はありませんでした。
-個人情報の保護については、その重要性を認識し、業務の実施にあたっては、ヴリアヂスタ・ウリアスクリ ンを徹底しています。
令和2年度新たに収集することとなった、新型コロナウイルス感染疲紘大防止対策の一環として行っている利用者の健康チェックリ
ストについても、保管のルールを徹底し、 1か月を過ぎたものについてはシュレッダー処分を行っています。 7月17日には、例年定期
的に行っている偲人情報保護研修及び確認テストを実施しました。

(2)施設の利用状況

施設別利用者数及び利用半は以下のとおりです。

指定管理者の成果目標 利用実績 達成率

年間施設利用者数 105，000人 60，997人 58.1% 

施設利用半 85.0% 83.0gも 97.6% 

競技場(火曜日昼間)利用半 45.0与も 50.0% 111.1% 
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2 利用料金の収入の実績

・利用料金収入は、 11，341，360円(前年比54.7%)でした。

・令手口3年3月31日までの利用料金については、すべて納入済です。

E 利用料金の還付は2件、合計8，280円でした。

20-2指定管理者が行う公の施設の管理状現報告(輔式1) 

3 管理業務に関する経費の収支状況 (単位向)

収入の部 支出の部

H31(R1) R2 H31(R1) R2 

指定管理料 40，040，000 41，997，974 事業費 4，507，784 2，315，645 

利用料金収入 20，717，500 11，341，360 管理費 59，435，178 53，488曾923

その他の収入 4，926，968 2，402，660 その他の支出 。 。
合計 (a) 65，684，468 55，741，994 合計 (b) 63，942，962 55，804，568 

収支差額 (a)-(b) 1，741，506 ム 62，574

※参考

「つ;用料金減免額 I 0円

4 成果目標とその実績

年間施設利用者数 105，∞0人
施設利用率 85.0号色
競技場(火曜日昼間)利用率 45.0% 

成果目標
事業計画書提案事項の履行率(%) 100.0ろ色

スヲッtサフのビ接ス遇の満満足足度E(%) 90.0% 
施設 度(%) 90.0% 
施設の総合的な満足度(%) 90.0% 

年間施設利用者数 60，997人
施設手IJ用率 83.0% 
競技場(火曜日昼間)利用率 50.0% 

成果目標に対する実績
事業計画書提案事項の履行率(%) 92.5砂色

スfP-tyサフーのビ接ス遇の満満足足度度(%(%) 
100.0早色

施設 ) 97.7今6

施設の総合的な満足度"も) 100.0号令

-新型コロナウイルス感染症は今後も施設運営に大きく影響を与えると予測されるため、感染予防対策を万
全に行うなど、利用者の安全を最優先し、安心感のある施設運営を心掛けます。
-令和3年度は指定管理最終年度として、基本事業計画で提案したが実施できていない事業を完遂するとと

今後の取結方針 もに、 NPO法人や各団体と連携し、 f25年のありがとう・ゆめドームうえのフエスjを開催します。
また、より施設を利用してもらうための取締として、火曜日の昼間について、ソフトバレーのイベント化と無料
で参加できる卓球デイを開催します。
-伊賀発祥の忍者スポーツ手裏輸の認知向上のため、「手裏輪大会」を令和2年度に引き続き開催します。
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20-2指定管理者が行う公の施誼の管理状現報告(様式1)

5 管理業務に腐する自己評価

評価

評{臨の項自 コメント

H31 R2 

新型コロナウイルス感染予防対策をガイドラインに員IJり実施し、安心安全な施設運営を行いました。

1 管理業務の実施
第 、第二競技場の空調設備故障など、すぐに修理できないものに対しては、空調の代替策を実施

状況
B B し、利用者に不便をかけることなく対応しました。

また、 2021年の三重とこわか国体開催に向けて、内製化できる小規模修繕をリストアップし、費用をか
けずにできる範囲の修繕を行い、維持管理に努めました。

新型コロナウのイ稼ル働ス率感に染大症きのく影影響響がにでよまる予約のキャンセルや、利用自粛に伴い予約が減少し、利用

2 施設の利用状況 B C 
者数、施設 した。しかし、大会のキャンセルで窓いた施設の利用予約の
穴埋め作業を行うことにより、利用者数は前年比51.0%となりましたが、稼働率は前年比91.1%で留ま
りました。

年間施設利用者数60，997人(105，00白人)、施設利用率83.0%(85.0%)、競技場(火曜日昼間)利用率
50.0%(45.0%)、事業計画書提案事項の履行率92.5%(100.0%)、ス51ッフの接遇満足度100.0%

3 成果白様及びそ
B B 

(90.0%)、施設サービスの満足度97.7%(90.0%)、施設の総合的な満足度100.0%(90.0%)で、利用
の実績 者数、施設利用率、競技場(火曜日昼間)利用率が令和元年度実績を下回りましたが、利用者の満足

度については接遇、サービス、総合的な満足度とも令和元年度以上に評価されました。
※( )の数儀は目標値

※評価の項呂f1jの評価
f Aj →業務計簡を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。
fSj →業務計画を順調に実施している。
fCj →業務計画を十分には実施できていない。
fDj →業務計画の実施に向けて、大きな改蕃を要する。

※評価の項目 f2jf3jの詳
iilli 

fAj →当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。
「巴」吋当初の目標を達成している。
fCj →当初の目標を十分には達成できていない。

総括的な評価

fDj →当初の闘標を達成できず、大きな改善を要する。

令和2年度は新製コロナウイルス感染症拡大予防の対策に主眼を号室いて、施設利用後の消毒作業や利用者の健
康チェックなど、ガイドラインに沿った運営を行いました。
自主事業についても、新型コロナウイルス感染症の影響で中止せざるをえないものも発生しましたが、 24の事業を
実施できました。また、学校の入試や畏謡の発表会で施設が利用されるなど、利用者の隠れたニーズを掘り起こ
し、新しい多目的な施設利用方法の提案を行うことができました。
稼働率や、利用者数が大きく減少する中で、施設アンケートの結果音見ると、利用者の満足度は、ス51ッフの接遇、
筋設サービス、総合的な満足度ともに、目標を達成しています。これは利用者に様々な制約を強いる中でも、安心
安全に利用してもらえた結果だと考えます。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告(令和2年度分)

く県の評価等>
施設所管部名 地域連携部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 一重交通Gスポ ツの社鈴鹿(鈴伊鹿勢市市御宇菌治館町1669番地)
三重交通Gスポーツの社伊勢( 町510番地)

指定管理者の名称等
一重県スポーツ協会グループ代表者公益財団法人重県スポ…ツ協会理事長村木 輝行
(鈴鹿市御薗田T1669番地コ重交通Gスポーツの社鈴鹿内)

指定の期間 平成31年4月1日~令和6年3月31臼

施設等の利用の許可等に関する業務
指定管理者が行う管理業務の内容

富@書事業描に凋する業務

利用料金の収受等に関する業務
施設等の維持管理及び修繕に関する業務
三重交通Gスポーツの柱鈴鹿及び三重交通Gスポーツの杜伊勢の管理上必要と認める業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管1里者が変わった場合‘前年度の評価は斜線を記入しています

指定菅理者 県の評価
評価の項呂 の自己評価 コメント

Rl R2 Rl R2 

競技団体との利用調整会議において競技弱体調の調薬を適切に行い、各種大会の
調健及び円滑な運営を行っている。また、関係図体等と三震とこわか国体・三震とこ
わか大会の開催に向けて情報交換を行った。

1管理業務の実施
B B 

日常点検等により施設の異常箇所の早期発見に努め、必要に応じ施設修繕を行う
状j兄 など、良好な施設環境の提供やサービス向上に努めている。

緊急事態に適切に対応できるよう、 B常的な危機管理の徹底と定期的な実地部帝京
を行い、緊急事態発生時の態勢を意識した取組を行っている。また、新型コロナウイ
ルス感染症対応マニュアルを作成し、利用者等の感染予防に努めている。

年間利用者数については、三重交通Gスポーツの杜鈴鹿は283，684人(対前年度
比213，933人減)、三重交通Gスポーツの社伊勢は144，038人(対前年度比236，573人
滅)，こ留まった。

2 施設の利滞状況 沼 B 主催事業であるスポーツ教室は、講座数の減少はあったものの、鈴鹿は341講座
(対前年度比84講座滅)、伊勢は74講座(対前年度比35講座滅)を開講した。
なお、令和2年度は、緊急事態震言等に伴う閉鎖や移動自粛により、施設利用促進

の困難な期間が143日間あった。

年間利用者数について、新裂コロナウイルス感染症の影4人響とにより、三重交通Gス
3 成果目標及びそ

B B 
ポーツの杜鈴鹿は、成果図襟523，000人に対して283，68 、成果自標を達成でき

の実績 なかった。また、三重交通Gスポーツの杜伊勢は、成果呂標368，000人に対して
144，038人と、成果呂標を達成できなかった。

来「評価の項自」の県の評
価

r + J(プラス)→指定管理者の自己評価に比べて高〈評価する。
r -J(マイナス)→指定管理者由自己評価に比ベて低〈評価する。
r J (吏自) →指定管瑳者の自己評価と概ね伺じ評価とする。

町競技団体等との手1)用調整業務、利用許可や料金収受業務、施設の維持管理及び修繕等に関する業務を適
切に実施している。
・~)(支状況を考慮しながら、必要競技器具の械充及び施設の修繕を実施し、手1)用環境の改善に努めている0
・ニーズの高いスポーツ教室を開催するなど、生涯スポーツの推進への貢献に努めている。
・休業日の縮小及び営業時隣の延長を行っており、利用者サービス及び利便性の向上に努めている。

総括的な評価 ト利用者にとって、より利用しやすい環境に配慮した施設となるための、更なる努力が必要である。
・無観客による大会運営は、利用者数の減少となったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策におい
て、利用者の安全、安心に配慮した運営に努めていると言える。
・緊急事態宣言等に伴う閉鎖や移動自粛により、施設利用促進のEl9難な期間が143日間あった。

総合的に見て、適切な指定管理業務を実施しており、指定管理者の自己評価は妥当と思われる。
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<指定管理者の評価・報告書(令和2年度分)>

1 管理業務の実施状況及び利用状況

(1)管理業務の実施状況

め管理運営事業の婁織に関する業務

指定管理者の名称三重県スポーツ協会グループ

ー管理施設を利用する競技団体等との利用調整会議を開催し、各種県大会の開催及び円滑な運営に努めた。また、関係部
著、関係団体等と全国中学校総合体育大会、三重とこわか国体・三重とこわか大会開催に向けた情報交換等を行った。
・利用規程を定め、施設及び設備の利用許可業務を適正に行った。また、利用規程!立票の承認を得たうえで随時改正を行
い、可能な限り利用者の要望等に応えることで、科用しやすい施設の提供に努めた。
・職員、業務委託業者の緊急時連絡体制の整備及び緊急時・災害発生時のための危機管理マニュアルを改訂するととも
に、職員等関係者に配付し、不測の事態に備えた。令和2年度は新型コロナウイルス感染症対応マニュアルや利用者への
ガイドラインを作成し、安心・安全な運営に努めた。
・利用拡大を目的とした広報活動として、ホームページでの案内、イベント子ラシの市報への折込、スポーツ教室募集チラシ
の新聞折込、市内配布型フリーペーパーへの広告掲載などを行い、施設PRIこ努めた。また、最寄りのバス停留所「三重交
通Gスポーツの社鈴鹿ぐちjから本施設内へ無料シャトルパスを独自に運行し、利用者の利便性の向上に努めた。
・施設運営や施設状況、スポーツ教室等の実施内容について随時聴き取りを行い、得られた意見を検討の上、速やかな対
応を行ったo

・利用者に対して安全な苦言墳を提供するため、始業前点検、器具備品点検、施設点検を行い、異常があった場合は、施設
あるいは器具の使用中止と共に速やかな修繕を行い、利用環境の向上に努めた。

(2械設J?Llt設備の維棒管理及び修繕に筒する業務

・利用者に対して、良質で安全かつ清潔な施設を提供するため、清掃の他、始業前点検、器具備品点検、施設点検を行い、
異常箇所があった場合は、施設あるいは器具の使用中止の対応を執り、異常個所の状況把握と共に必要に応じた修繕を迅
速に行った。
・良好な施設の提供やサービス向上を殴るために、大規模改修の時期や過去の修繕状況を考慮して、計画的な修繕を実施
した。
・全ス告ッフが出席する所内会議を休業呂!こ開催し、施設・設備に関する状況報告、管理運営に関する懸案事項報告を受
け、対応について検討、確認を実施している。
・競技団体の要望とともに、収支状況を考慮しながら、必要競技器具の補充及び修繕を実施した。

。)県椋策へのlla慮に臨す品業務

=競技力向上の拠点施設としての役割を果たすため、加頭競技団体と連携し、大規模大会の開催やトップアスリートの合宿
受け入れなどを行った。また、県内競技団体の間体強化選手のための合宿受け入れを積極的iこ行ったo

・三重とこわか国体・三重とこわか大会開催に伴う選手強化合宿に係る施設利用上の全額免除を行った。

[三重交通Gスポーツの社鈴鹿]
・スポーツ教室量は341講座開催、延べ25，182人の参加があった。
・入場券のみで参加できる水泳ワンポイントレッスンを61回開催し、延べ514人の参加があった。
・本協会加盟の競技団体と連携し、県民が気軽にスポーツに参加できるよう例年開催している「鈴鹿スポ ツガーデンカッ
プ」は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止とした。
・子ニスコ トの定期利用者の拡大を図的にサークルの登録制度を設け、使用料の一括精算や継続利用の環境整備を行う
など、サーウル活動支援を行った。(サーヴル登録数 151団体)
-施設の周知活動として例年調催している、大会予約のない土B祝臼のフリーマーケットは、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のため中止した。

【三重交通Gスポーツの杜伊勢】
・スポーツ教護は、前期は中止したが、中期・後期で74講座開催、延べ986入の参加があった。
・県民のスポ ツ，舌動の支援と生涯スポーツの普及・振興を促進するため、ニーズの高い種目のスポーツ教室を優先して開
催した。
・例年開催しているf美し国三重市町対抗駅伝」は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。
・三重とこわか健康マイレージ事業の「マイレージ特典協力局JIこ登録し、健康増進事業への協力に努めたo

G1情親公開・個人情報保護に関する業務

・情報公開については、公益財団法人三重県スポーツ協会情報公開実施要領に基づき取り扱っている。
圃個人情報については、公益財団法人三重県スポーツ協会個人情報保護実施要領に基づき取り扱っている。また、個人情
報保護方針をホームページへ掲載するとともに、教室申込書などには個人情報の取扱について明示している。各施設で保
管している施設利用申請書、スポーツ教室参加者名簿、施設顧客名簿等の俗人情報が記載された文書や電子デ-11が外
部へ漏洩しないように、全職員で厳重に注意し取り扱っている。
・三重県若しくは関係機関が主催する個人情報に関する講習会へ新人ス告ツフを中心に派遣し、制度の正しい理解と運用が
できるよう研官事を1Tった。

鐙乏金盤金裳ま童 、
・利用拡大の一環として、近隣企業などの福利厚生施設としての利用提携を継続して行った0

・地域との連携強化として、両施設が設置された各市が開催するイベント等に協力した。
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(2)施設の科用状況

2 利用料金の収入の実績 (単位円)

l指定管理施設収入 144，911，367 

肉訳

三菱交晶Gスポツの社鈴鹿 114，154，651 三重交逸"'し沢一ツの枇伊場 30，756，716 

施設利用料収入 75，330，414 施設利用料収入 20，880，860 

参加料収入 33，275，712 参加料収入 5，711，500 

その他収入 5，548，525 その他収入 4，164，356 

3 管理業務に関する経費の収支状況 (単位円)

収入の部 支出の部

R1 R2 R1 R2 

指定管理料 378，352，442 395，887，000 事業費 50，181，459 33，191，818 

利用料金収入 133，970，837 96，211，274 管理費 540，856，446 498，387，010 

その他の収入 63，730，541 48，700，093 その他の支出 10，960，872 6，317.490 

合計 (a) 576，053，820 540，798，367 合計 (b) 601，998，777 537，896，31町

収支差額 (a)-(b) ム 25，944，957 2，902，049 

ロ ー申 主回 Z都+.(~、.t-._.... _-I-.旦~ 古fτ占_，白戸庁、t廿"""ユZロS四 1+.0::1企 "'"吾コ， ， 竺r，、士~

ニ重交通Gスポ'-"Jの杜鈴鹿

2，738，577 

2，486，997 

251，580 
肉訳 l

三重交通Gスポ_';'の社伊勢

4 成果目標とその実績

成果目標

成果白標に対する実績

今後の取組方針

-可能な限り休業日を削減し、営業時間を延ばすことで、スポーツに触れる機会を少しでも多く提供でき
るよう調整を行い、利用者サービスの向上を図る。
・主主渡スポーツの振興と競技力向上の拠点となる総合的スポ ツ縮設である三重交通Gスポーツの杜
鈴鹿及び三重交通Gスポーツの杜伊勢を 体的に管理することにより、全国規模の大会を開催できる
よう、関係機関、本協会加盟国体との協力体制のもと細やかな調整を行い、大会運営!こ協力する。
・三重交通Gスポーツの杜鈴鹿に{隣接した本協会所有の「スポーツガーデンミエスポイン」と、本協会
指定管理施設の県立鈴鹿青少年セン告ーを活用したサービスを展開することで、利用者増に努める。
宵サービスの向上、ス告ツフの資質向上、運営の効率化等のための情報材料として、利用者の意見を把
握し、利用者ニーズに的確に応えられる体制で管理運営を行う。
・三重交遥Gスポーツの杜伊勢では、濁係団体及びトレーニングセン告ーの利用拡大のため、広報活
動!こ努めるとともに、選手強化及びスポーツに親しめる施設としての運営に努める。
-新型コロナウイルス感染症の惑染拡大防止対策を継続して実施していかなければならないが、感染拡
大の収束時期を見極め、利用者の回復に努める。
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5 管理業務に関する自己評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています

評価の項目
評価 コメント

R1 R2 

-一般開放を可能な限り行えるよう、各施設毎に利用調整会議を開催した。令和2年度は三重とこ
わか国体・三重とこわか大会に向けた誠整も同時!こ行った。
• rひと声箱」に寄せられた利用者の意見を聞き取れる体制を整備し、意見内容について対応可能

1 管理業務の実施
B B 

な事項については、早急な対応に努めた。
状況 -業務委託先との連絡を密!こしながら、施設の現状を丁寧に把握し、保守点検や修繕等に計画的

に取り絡み、良好な施設管環を行った。
-緊急事態に対応できるよう、火災・地震災害対応訓練、消防署による救命講習会を通して危機
管理意識の醸成に努めた。

{ニ重交通Gスポーツの社鈴鹿】
E年間利用者数は283，684人であり、成果目標を下回った。
-国体強化合宿、加鰻競技団体合宿などの受け入れを積極的に行った。
-例年開催しているf鈴鹿スポーツガーデンカップJ1立、新型コロナウイルス惑染症拡大防止のた
め中止した。

2 施設の利用状況 日 B 
【三重交通Gスポーツの杜伊勢】
-年間利用者数は144，038人であり、成果自標を下回った。
• R嘩上競技を中心に、三重とこわか国体・三震とこわか大会に向けた強化合宿等を受け入れた。
-東京2020パラリンピッヴ競技大会に係る事前キャンプ等の受け入れを予定していたが、中止と
なった。

【三重交通Gスポーツの社鈴鹿]
-令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、予定されていた大会が中止となるな
ど、年間利用者数、手1)用料収入ともに目標値を下回ったoまたd屋外庭球場の人工芝張替工事に
伴う約4ヶ月の利用制限、水泳場電光表示盤更新工事に伴う50mメインプールの使用制限も、目

3 成果目標及びそ
自 B 

標値が下田った一因である。
の実績

【三重交通Gスポーツの社伊勢】
-令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、予定されていた大会が中止になるな
ど、年間利用者数、利用料収入ともに目標値を下回った。また、開催された大会については、無
観客措置が執られるなど、利用者の回復には歪らなかった。

※評価の項目円」の評価
rAJ→業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。
rBJ→業務計画を順調に実施している。
rCJ→業務計画を十分には実施できていない。
rDJ→業務計画由実施に向けて、大きな改善を要する。

※評価の項巨rZJr3Jの評
価

rAJ→当初0)呂標を達成し、特に優れた実績を上げている。
rBJ→当初の目標を達成している。
rCJ→当初の呂擦を十分には達成できていない。

総括的な評価

rDJ→当初白目標を達成できず、大きな改善を要する。

[三重交通Gスポーツの社鈴鹿]
-新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、第2期指定管理から実施している休業日の縮小及び利
用時間の延長等によって、一般利用者数の維持、確保に努めた。

・競技団体は、指定管理者グループ代表の公益財毘法人三重県スポーツ協会に加盟する団体であることか
ら、連携を取りながら、調整を行うことができた。

・三重とこわか健康マイレージ事業の「マイレージ特典協力宿」に登録し、健康増進事業への協力に努めた。

・新型コロナウイルス感染症の影響による収入滅を補うため、支出箇において、利用者サービスの低下しない
範囲で省エネや節電等、コスト削減に努めた。

[三重交通Gスポーツの社伊勢]
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、本協会が制定した「スポーツ推進計闘JIこ義づき、スポー
ツ施設としての役裂を果たすべく、諸事業を推進した。

・高額支出である業務委託費や光熱水費は、総合競技場の運営及び利用者へのサービスに影響を及ぼして
いることを意識し、コスト削減に取り組んだ。

・定期的に施設利用者及びスポーツ教室参加者にアンケートを実施し、事業活動の向上及び施設の改善に
努めた。

・三重とこわか健康マイレージ事業の「マイレージ特典協力庖J1こ受録し、健康増進事業への協力に努めた。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告(令和2年度分)について

<県の評価等>
施設所管昔日名 地域連携部

1 指定管狸者の概要等

施設の名称及び所在 ェ重県営松阪野球場(松阪市立野町1370番地)

指定管理者の名称等 公益財団法人ェ重県スポーツ協会理事長 村木 輝行(鈴鹿市御菌防1669番地)

指定の期間 平成31年4月1日~令和6年3月31日

①施設等の利用の許可等に関する業務

指定管理者が行う管理業務の内容
②利用料金の収受等に関する業務
③施設等の維持管理及び修繕に関する業務
④野球場の管理上必要と認める業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者
県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

R1 R2 Rl R2 

利用者が施設を安全に利用できるよう、公国管理者である松阪市中部台
管理事務所と連携を取り、適切な管理業務を行っている。

1 管理業務の実飽
日 B 

大会の円滑な開催と一般開放を可能な限り行えるよう、事前に利用競技
状況 自体と調整を行い、利便性の向上に努めている。

B常的な施設・設備の点検や、不陸修正工事、内外野グラウンド整備等を
行い、良好な環境づくりに努めている。

年間利用者数は7，564人(対前年度比43，406人減)Iこ留まった。
利用回数について、三重県高等学校野球大会(夏季、秋季)、秋季三重県

2 施設の利用状況 B B 
大学リーグ戦など61回(対前年度比76拡)の開催があった。
なお、令和2年度は、緊急事態宣言等に伴う閉鎖や移動自粛に加え、スコ

アボードの改修工事に伴う利用停止により、施設利用促進の困難な期間が
計197日間あった。

3 成果目標及びそ
A B 

年潤利用者数について、新型コロナウイルス感染症の影響により、成果目
の実績 様38，000人に対して7，564人となり、成果目標を達成できなかった。

※F評価の項醤Jの県の評
i面

r + J (プラス)→指定管理者の自己評価に比べて高〈評価する。
r -J (マイナス)→指定管環者の自己評価に比べて低〈評価する。
r J(空自) →指定管理者の自己評価と概ね閉じ評価とする。

総括的な評価

-競技団体等との利用調整業務、利用許可や料金収受業務、施設の維持管理及び修繕に関する業
務を適切に実施している。
E 円滑な大会運営を行うための営業待問の拡大を図っている。また、良好なグラウンド状態を維持す
るため不陸修正工事や内外野グラウンド整備等を実施している。
-新型コロナウイルス感染症の拡大妨止対策を適切に講じ、利用者の感染防止に配慮した運営に努
めている。
-緊急事態宣言等に伴う閉鎖や移動自粛に加え、スコアボードの改修工事に伴う利用停止により、施
設利用促進の閤難な期間が計197日間あった。
-土日祝白!立大会での利用が集中していることから、平日の利用について、引き続き広報活動など
利用促進のための取組を行う必要がある。

総合的に見て、適切な指定管理業務を実施しており、指定管理者の自己評価は妥当と怠われる。
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<指定管理者の評価=報告書(令和2年度分)>
¥指定管理者の名称公益財包法人三重県スポーツ協会

1 管理業務の実施状況及び利用状況

(1 )管理業務の実施状況

⑦管理運営場事業の実腕lこ領する業務

-県営松阪野球場の設置目的を果たすため、施設の有効利用、積極的な応対と接遇を行い、公正で公平な利用に
努め、かつ、大会の円滑で速やかな運営を支援するため、大会開催時の営業持問の拡大など、可能な限り利用者
の要望に沿った対応を行った。
-松阪市中部台運動公冨内に設置されていることから、円滑な施設運営を行うため、松阪市中部台管理事務所と連
携を取り、公罰金体の課題や日常業務の諸問題について情報を共有し、安全な施設運営!こ取り組んだ。
-施設窓口に意見箱・アンケート箱を設置し、施設利用者から寄せられた意見の集約を行い、対応できるものについ
ては速やがに対処し、施設の改修等、指定管理者で対応できない部分については修繕の要望として県へ報告し
た。

②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

-日常的に始業前点検・設備品点検を行い、異常箇所の発見に努めた。
-良好なグラウンド状態を維持するため、不陸修正工事、内外野グラウンド整備などを実施した。

令和2年度に指定管理者が独自に実施した主な整備事業等
-3塁側グラウンド外の樹木努定
-球場玄関前の浄化槽上の榔の設置
-ポンプ室内ポンプ修繕
-レイキ車工アクリーナー取替
-本部席出入口鍵取替
-グラウンド水まき照バルブ、ハンドル修理
-2階スタンド火災報知設備表示灯取替

③県施策への配慮!こ衡する業務

-三重県営松阪野球場基本協定書第6条に基づき、場内の環境美化に努め、施設利用罰体へはゴミの持ち帰りを
徹底するとともに、リサイクルに向けた取組として分別回収を行った。また、野球場敷地内での受動喫煙を防止する
対策強化に努めた。

ほ)f吉報公開・個人情報保護に関す金業務

-情報公開については、公益財団法人三重県スポーツ協会情報公開実施要領に基づき対応している。
-令平日2年度における情報公開開示請求はなかった。
-偲人情報については、公益財団法人三重県スポーツ協会個人情報保護実施要領に基づき個人情報の取扱を
行っているoまた、個人情報保護方針をホームページへ掲載し、個人情報の取扱について明示している。施設顧客
名簿等の個人情報が記載された文書や電子デー告が外部へ漏洩しないよう、取扱については全職員が厳重に注
意している。

⑤ヨEの1thの業務

-特になし

(2)施設の利用状況

指定菅理者の成果目標 利用者実績 達成率

利用者数 38，000人 7，564人 19.9出
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3 管理業務に関する経費の収支状況 (単位。円)

指定管理料

利用料金収入

その他の収入

会計 (a) 

収支蓑額 (a)-(b) 

※参考

i 手IJ用料金減免額 | 
4'成果目標とその実績

成果目標

成果巨模に対する実績

今後の取紐方針

収入の部 支出の部

R1 R2 R1 R2 

21，000，000 21，221，000 事業費 898，337 。
1，635，210 351，400 管理費 19，522，886 20，685，162 

43，750 。 その他の支出 3，298，637 391，600 

22，678，960 21，572，400 合計 (b) 23，719，860 21，076，762 

;::" 1 ，040，9∞ 495，638 

※指定管理者が変わった場合、目1)ヰ反の収支状況には斜線を記入しています。

44，1∞円

指定管理者の成果目標 利用者実績 達成率

利用者数 38，000人 7，564人 19.9覧

-年簡を通じて平日利用は樋めて少ないことから、平日の稼働を上げるために、近隣中学校を
対象に使用料金や手IJ用時間の便宜を図りつつ、諜外活動の一環としての利用を引き続き呼び
かけるとともに、今後は、大学生、社会人及び高齢者への平日利用の呼びかけ方法について
も、さらに検討を進めていく。
-野球の普及活動として野球教室の充実を函るとともに、野球以外の催物について、一般社団
法人三重県レクリヱーション協会及び公益財団法人三重こどもわかもの育成財団と連携し、
「スポーツレクリエーションjの継続実施に向けて取り組みながら、他のイベント誘致についても
検討していく。
-大規模修繕については、引き続き県当局へ要望するとともに、独自財源を使った修繕にて少
しでも利用者の使宣を図りたい。
-新型コロナウイルス感染症の感染拡大妨止のため、引き続き感染妨止対策を徹底して運営
を行ってL¥<。
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5 管理業務に隠する自己評価 ※指定管現者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

評価の項隠
評価 コメント

Rl R2 

-新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの大会中止や予約のキャンセルがあり、
利用者数及び手IJ周囲数、施設利用料等、すべての成果目標を大幅に下回った。そのよ
うな中、国や県独自の新製コロナウイルス感染防止に関する宣言等によるマニュアルに
従った対策を講じて、手IJffl団体や利用者に理解と協力を求めた。また、 6月と3月に、不
陵修正工事・芝養生を実施した。野球場利用は夫候に左右されるため、雨天により当臼
の利用ができないことがあった。
E大会の円滑な開催・運営を支援するとともに、一般開放が可能な限り行えるよう、事前

1 管理業務の実施
に各団体代表による利用調整会議を行い、調整を図った。

B B 味。用者アンケート及び意見箱を設置し、利用者の意見を聞き取れる休告IJを整備し、実
状況

施可能なものについては直ぐに対応した。
-当球場!ま、松阪市中部台運動公園内に設置されていることから、松阪市中部台管理事
務所と連携を取り、公園全体の課題や日常業務についての諸問題を共有することで、和i
用者が安全に施設を使用できる運営に努めた。特に駐車場について、運動公園利用者
の迷惑にならないよう注意を呼びかけた。
-当球場HPIこて予約状況を確認した上での予約申し込みが可能であり、電話などの間
合せ等にも積極的な利用を呼びかけた。また、開催された大会の紹介など、当球場の幸IJ
用に関してのPRに努めた。

-各団体代表による利用誠薬会議で、土、日及び祝日は各大会で年間スケジュールが
ほぼ決定してしまうことから、平日利用への取組として、学校の長期休業期間中、近隣
の中学校に放課後の課外活動としての利用を呼びかけたが、利用の反映には歪らな

2 施設の利用状況 B B かっTニ。
-大会の円滑な運営を支援するため、利用時濁の前倒し、あるいは臼没までの時間延長
など、可能な限り利用者の要望に沿った対応を行い利便性の向上を図った。
-良好なグラウンド状態を保つため、職員による日常の整備を実施した。

3 成果目標及びそ
-新型コロナウイルス感染症の影響による施設利用のキャンセルや大会の中止、並びに

A B スコアボード改修工事により4ヶ月以上施設利用ができない期間があったため、利用者
の実績

数・利用回数・利用料収入ともに令和元年度より大幅減となった。

※評価の項目 f1 Jの評価
fAJ →業務計画を順誤に実施し、特に優れた実績を上げている。
fSJ→業務計画を瀬調に実施している。
fCJ →業務計薗を十分には実施できていない。
fDJ→業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

%:評価の項目f2Jf3Jの評
価

fAJ →当初の呂標を達成し、特に優れた実緩を上げているD

fSJ→当初の目標を達成している。
fCJ →当初の呂標を十分には達成できていない。

総括的な評価

fDJ→当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。

ー利用者の要望に合わせ練習・大会等の利用については、その規模により円滑な運営を支援するた
めに、特別開場や利用語寺聞の前倒し、あるいは日没までの時間延長など、可能な限り利用者の要望
に沿った対応を行った。
・新型コロナウイルス感染症の影響による大会の中止や、施設利用のキャンセル、無観客での開催
などにより、利用者数、利用回数、利用料収入ともに令和元年度より大幅減となった。
・当球場は県内で唯一の県営球場であり、一般財団法人三重県高等学校野球連盟をはじめとして、
少年野球や軟式野球等、県内の主要な団体の大会が集中し、土、日及び祝日はほとんどの大会で
使用していることから、良好なグラウンド状況を保つために、定期的に芝生のメンテナンスや不娃修
正・芝養生を行った。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告(令和2年度分)

<県の評価等>
施設所管昔日名. 地域連携部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 ェ重県営フイフル射撃場(津市中村町字国主谷)

指定管理者の名称等 ニ重県ライフル射撃協会会長中村孝夫(津市大門10番1号)

指定の期間 平成31年4月1日~令和6年3月31日

①施設等の利用の許可等に関する業務

指~管理者が行う管理業務の内容 ②③ 利用料金の収受等に関する業務
施設等の維持管理及び修繕に関する業務

④射撃場の管E里上必要と認める業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者
県の評価5平価の項目 の自己評価 コメント

Rl R2 Rl R2 

施設・設備の日常・定期点検を行い、軽微な修繕、メンテナンス等適切な
維持管理を行っている。また、 10m射場に熱中症対策のため壁掛け式の競

1管理業務の実施
日 B 

風機を設置し、利用者が安全・快適な環境で競技を行うことができるように
状況 努めている。

鉛害防止のため、射場内の水路、管理析の清掃を行うなど、周辺環境に
配慮している。

年間利用者数は、 2，219人(対前年度比435人減)で、あった。
利用件数!立、 1，238件(対前年度比140件減)で、あった。

2 施設の利用状況 A B + 当施設は、競技会や練習会の会場として利用されている他、体験会を実
施し、ライフル競技に接する機会を提供している。
新型コロナウイルス感染症対策のため分散隠催となった全国大会や、合

宿の誘致を積極的に行い、利用者の増加に努めている。

3成果関標及びそ
A 8 十

令手口元年度の年間利用者数より435人減少したものの、成果目標の利用
の実績 者数930人に対して、実績は2，219人となり、成果目標を達成している。

※「評価の項自Jの県の評
価

r + J (プラス)→指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。
「ーJ(マイナス)→指定管理者の自己評価に比べて低〈評価する。
r J (空白) →指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

総括的な評価

-競技団体等との利用調整業務、利用許可や料金収受業務、施設の維持管理及び修繕に関する業
務を適切に実施している。
-新型コロナウイルス感染防止対策として、消毒用アルコールの設置、施設の消毒等を行い、利用者
の安全に配慮した運営に努めている。
-施設の提供に際しては、安全を確保するため、銃万法や利用規定の遵守徹底を行っている。
-新裂コロナウイルス感染症防止のため、分散開催となった全国大会や合宿を積極的に誘致し、利
用者増加に努めている。
-施設の維持管理においては、指定管理者自ら定期点検や軽微な補修を行うなど、経費の削減に努
めている。
"I"j標値の930人を大幅に上回る2，219人の利用があったことは評価できる。今後も継続して利用して
もらえるよう努めるとともに、新規利用者の確保に向けた取組についても、更に充実させる必要があ
る。

総合的に見て、適切な指定管理業務を実施しており、指定管理者の自己評価より高〈評価する。
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<指定管理者の評価・報告書(令和2年度分)>

1 管理業務の実施状況及び利用状況

(1 )管理業務の実施状況

(T〕腕設の揮i甚に隠す~業務

指定管理者の名称三重県ライフル射撃協会

-施設の提供!こ際しては、銃の管理及び安全確保について適宏指導を行った。
-施設の利用許可については、利用規定を定めて利用者に提示し、適正に実施した。
-利用料金の収受は、現金収受 a前納により適正lこ行った。

4・新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を講じ、利用者の安全を図った。

②怖a設及び設備の維持管理及び修繕に関す益業務

令和2年度に実施した内容
'10m射場に壁掛け式の扇風機を設霞し、熱中症対策を施した。
-三重とこわか面体に向け、 10m、50m射場の電子標的の点検を業者に依頼した。
-三重とこわか毘休に向け、破損している機器の修理、買い替えを行った。
.50m射場の標的棟裏の樹木の伐採を行った。

今後必要と思われる修繕等
-電子標的の修理
-管理棟屡根修繕

③県繍策への配慮に関する業務

-鉛害防止のため、標的交換機の弾頭処理を適正に行った。
胴鉛害防止のため、水路、管理耕の清掃を行った。
E 防災訓練で避難誘導の確認と消火訓練を行った。

ぬ情報公開・偲ム情報保誇に閉す蚤業務

-情報公開実施要領を定め、情報公開請求に対応できる体制を整えている。なお、令和2年度!こおいて、開示請求
はなかった。
イ国人情報保護については、利用申請書等対象文書を厳重に取り扱い、保管している。

(吉)子の柚の業務

-事故等の報告
特になし

-苦情・婆望等への対応状況
特!こなし

-鉛処理への対応
水路、管理析の清掃及び清掃が行い易い環境を維持している。

(2)施設の利用状況

-開場回数) 219日

-利用申請件数 1，238件

!・利用者数

自4票 実績 達成率

人数 930 人 2，219 .J.、 238.6% 
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2 利用料金の収入の

i-収入実緩

3 管理業務に関する経費の収支状況

昌三

1，093，650円

(単位円)

収入の部 支出の部

R1 R2 円1 R2 

指定管理料 402，000 402，000 事業費 。 。
利用料金収入 1，558，800 1，093，650 管理費 1，756，575 2，111，805 

その他の収入 18，382 732，594 その他の支出 。 。
合計 (a) 1，979，182 2，228，244 合計 (b) 1，756，575 2，111，805 

収支差額 (a)-(b) 222曾607 116守439

::-v.t!;.$住吉.a弓笹.M万~..f.-.......+_+.昆A 目汀平官民罫IT¥IIT!-;;t;-‘1，，(:， ~口 /-1+企::1主自式二号コ'1 I '"T"I、τt寸 a

※参考

戸;用料金減免額

4 成果百標とその実績
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nu 
k
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U
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6
 

成果巨襟 -利用者数

目標 実績 達成率

人数 930人 2，219 人 238.6% 

成果巨襟に対する実績

-新規利用者の確保のため、ビームライフル講習会を開催するとともに、他の関係団体にも継
続的に利用を働きかける。
同近隣府県の射撃協会へ案内状を送付し、県外の方にも利用を呼びかけるとともに、樟がい者

今後の取締方針
の利用促進のため、 i環害者射撃連盟と大会を共催するなど、利用促進に努める。
-ホームページの内容を充実させ、広く射撃場の存在をアピールするとともに、利用者に大会開
催や混雑予想などの情報提供を行う。
-今後も利用者に快適に利用してもらえるよう施設の改善に努める。
町新裂コロナウイルス感染症拡大防止のため、引き続き感染防止対策を徹底して運営する。
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5 管理業務に関する自己評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

評価の項白
評{源

コメント
R1 R2 

冒施設・設備の毘常・定期点検を行い、軽微な修繕、メンテナンス等適切な維持管理を

行っTニ。
1 管理業務の実施

日 B 
.10m射場に壁掛け式の扇風機を設置し、熱中疲対策を施した。

状況 園三重とこわか国体に向け、 10m、50m射場の電子標的の点検を業者に依頼した。
-三重とこわか国体に向け、破損している機器の修理、買い替えを行った。
.fci害防止のため、射場内の水路、管理析の清掃を行うなど、環境整備に努めた。

-競技会や練習会の会場としての利用のほか、体験会を実施し、ライフル競技に接する
機会を提供した。

2 施設の利用状況 A B -新型コロナウイルス感染症対策のため、分散開催となった全国大会を積極的に誘致し
利用者の増加につなげた。
-合宿の誘致、障がい者の大会の開催を積極的に行い、利用者の増加につなげた。

3 成果自標及びそ
-令和2年度は、県の休業婆請に従い4月から5月に施設を閉鎖したが、全国大会や合宿

の実績
A 日 の誘致、障がい者の大会の開催等を積極的に行った結果、年間利用者数は、成果目標

930人に対し、実績2，219人と目標値を確保で、きた。

※評価の項目f1Jの評価
f AJ→業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。
fSJ →業務計画を順調に実施している。

※評価の項目f2Jf3Jの評
価

fCJ→業務計画を十分には実施できていない。
fDJ→業務計額の実施に向けて、大きな改善を蔓する。

fAJ→当初の呂標を達成し、特に優れた実績を上げている。
fSJ→当初の目標を達成している。
fCJ→当初の目標を十分には達成できていない。
fDJ→当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。

ゆ庁裂コロナウイルス感染症対策を行い、利用者の安全に配慮して運営した。
'利用者が安全で快適な環境で競技できるよう維持管理し、運営を円滑に行うことができた0

・利用者に再来場の呼びかけを行うなど、地道に広報活動を行った。
総括的な評価 トホームページで、翌月の利用状況や混雑情報を毎月更新し、利便性の向上に努めた。

E 施設維持のための軽微な補修は指定管理者告らで行うなど、経費の削減に努めた。
-新型コロナウイルス感染症対策のため分散開催となった全国大会や、合宿の誘致、及び障がい者
の大会の開催等を積樋約!こ行ったことから、目標の930人を上回る2，219人の利用があった。
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20-2指定管理者が行う公の施設の管理状班報告{樟式1)

(様式1)

指定管理者が行う公の施設の管理状況報告(令和2年度分)について

<県の評価等>
極量盈隻援金 地減連携部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 ェ重県立熊野古道セン合一(尾鷲市大字向井字村島12番4)

指定管理者の名称等
特定非営利活動法人熊野吉道自然・歴史・文化ネットワーウ

理事長林伸行(尾鷲市野地町12番27号)

指定の期間 令和2年4月1日~令和7年3Fl31日

1)セン告ーの事業の実施に関する業務
2)センヲーの利用許可等!こ関する関する業務

指定管理者が行う管理業務の内容 3)セン';lーの利用に係る料金の収受に関する業務
4)セン告ー施設等の維持管瑛及び修繕に関する業務
5)セン告ーの管理運営上必要と認める業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者
県の評価E平俗の項自 の自己評価 コメント

R1 R2 R1 R2 

熊野古道やその周辺地域に関する情報発信や交流の拠点として、自然、歴
史、文化等の地域資源を活用した様々な企画展や体験学習、講座・講演会、
地域内外との交流イベント等を実施している。

1 管理業務の実
また、新型コロナウイルス感染紡止対策として、ガイドライン作成や来場者

施状況 B 8 への啓発を行いながら、必要に応じて、休館措置(38日間)や主催事業の中
止・延期等を行うなど、来場者が安全・安心に利用できるよう運営を行ってい
る。
定期点検や修繕等により、施設や設備等を良好な状態に保つとともに、省、

ヱネ・環境負荷低減に取り組むなど、適切な維持管理を行っている。

新型コロナウイルス感染症の影響等により、来場者数は、 97，160人(前年度
比24.5%減)にとどまり、目標値(115，000人)を下街った。一方、施設稼働率は

2 施設の利用状
B B 

53.8%(前年度比4.7%減)となり、目標値(50.0%)を上回った。
j兄 また、企画縫や体験学習、講座・講演会等を開催するとともに、貸館により

地域の図体等に活動の場を提供している。さらに県内の小中学校を中心に体
験教育旅行(83校4，712人)を受け入れ、世界遺産学習等を実施している。

成果呂擦の8項目のうち、 7項目は毘標i直を上部った。特に、令和2年度

3 成巣目標及び
は、体験教育旅行を積極的に受け入れたことから、 f学校連携事業Jは目標

その実績
B B + 値を大きく超える結果となり、コロナ禍においても一定の成果に結びついた。

しかしながら、「来場者数」は、休館やイベント自粛等の影響もあり、思擦(産
を下回った。

※「評価の演目jの県の評
(面

r + J(プラス)→指定管理者の自己評価に比べて高〈評価する。
「ーJ(マイナス)→指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。
r J (空白) →指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

総括的な評価

1 成果目標に対する達成度
成果自標のB項目のうち、 f学校連携事業」やf国内外の世界遺産受録地等との連携事業J等の7項

目は目標値を達成したものの、 r来場者数JJま目標{直を下回った。

2 残されている課題
社会見学や体験学習等の機会も活かしながら、地域内外においてセン告ーの存在や活動内容等の

PRをして認知度をさらに高めることなどにより、セン告ーへの来場をより一層促す必要がある。
また、引き続き、魅力的な事業の企画や各事業の一層のPRIニ努め、新たな熊野古道ファンやリピ一

世ーを獲得し、来場者数の増加につなげる取組を進める必要がある。
また、専門知識を持つ人材の確保・育成は、今後も継続して取り組む必要がある。

3 その他
(1 )利用者ニ ズの偲握及び事業等への反映

アンケート等により利用者ニーズの把握に努め、運営に活かす仕組みも機能していることから、
利用者の満足度は高い数値(99.0%)を維持している。また、関係機関や地域団体と連携すること
で、企画展や体験学習等の取組を、より賎力的なものにしている。
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20~2 指定管理者が行う公の施設の管理状，兄報告(桔式， ) 

(2)施設の適正な維持管理の実施
日々の巡回や定期点検を行い、良好な維持管理に努めるとともに、省エネルギー対策にも継続し

て取り組んでいる。
(3)危機管理

新型コロナウイルス感染防止対策に徹底して取り組んでいる。また、消防署言と連携して自主防災
訓練等を行うことで、災害等緊急時における救急救命方法や消火設備の操作方法など、職員の対

総括的な評価 l 応能力向上を図っており、適切な危機管理を行っている。
(続き)

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により1項呂の目標憶を達成できず、上記2の謀題も残されて
いるものの、熊野古道やその周辺地域の魅力を広〈発信するとともに、体験教育旅行の受入れ、地減
の資源を活用した企画展や体験学習、講座・講演会等を実施している。
また、地域の魅力を新たに掘り起こし様々な形で紹介したり、交流拡大につなげるなど地織の振興に

寄与しているほか、小や学校への出前授業等を企画するなど諜題の改善に取り組んでおり、三重県立
熊野吉道セン告ーの管理者として適切な運営を行い、実績を残していると評価できる。

<指定管理者の評価・報告書(令和2年度分)>
指定管理者の名称特定非営手IJ活動法人熊野古道自然・隆史・文化ネットワーク

1 管理業務の実施状況及び科用状況

(1 )管理業務の実施状況

[1i-l竺ン事一事業の掌織に題する業務

ア情報収集・集積発信事業
熊野古道やその周辺地域の自然、震史、文化、民俗に関する図書資料を収集するとともに、古文書の解読を行い、
江戸時代に熊野古道伊勢路を歩いた旅人の心情についての情報収集に努めた。

イ交流事業
)')交流イベント
恒例のfおわせ陶の会作陶展jr向井地区盆踊り」等lま新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止とした。
その中でも、万全な感染対策をとって「初めての音楽祭-0歳から楽しむコンサート-jrワンコインコンサート弦楽
泊嚢奏LESS IS MOREjを開催し、それぞれ1∞名、 96名と会場制限人数に達する参加者を集めた。

イ)体験学習、講座・講演会
体験教育旅行の事業に県内小中学校等から、 83校4，712名におよぶ参加者を得た。古文書講座は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により4回中止した。新規の新熊野学講座l立、 3回実施して100名の参加者を得た。

ウ情報発信事業
)')企画展
「わが郷土のお祭りJでは紀伊長島に伝わる「船だんじりjを、「写真で懐古・故郷の暮らしと底景jでは尾鷲市を取
り上げた。熊野ネイチャーシリーズとして「銚子)l1Jの魅力を存分に紹介できた。 f雪量ヤコブヘ続く巡礼の道」では三
重県と提携を結んだスペイン・バスク自治州を中心に紹介できた。また、この持展示されたパネルの 部を県内外
各地で巡回展として発信した。全ての企画展で総計65，061名の参加があった。

イ)情報誌等の発行
イベント等の情報を3カ月毎にまとめたf三重県立熊野吉道セン告ーからのてがみ」を4回発行した。東紀州地域の
自然等を紹介するfくまの・みち叢書」第14巻としてfくまのみちを歩く・1-神宮から瀧原宮-jを発行した。

ウ)ポス51ー・ I~ンフレツト等によるPR
ポス壁一副パンフレット等を作成し、企画展や交流イベント等を県内外(三重子ラス、県関西事務所、熊野本宮館等)
lニPRしTニ。

工)ホームベ ジ等による情報発信
ホ ムページやメールマガジン、インス9グラム等を通じてイベント等の情報発信に努めた。

オ)テレビ等マスコミでのPR
取材や撮影には穫径約に協力し、事業内容のPRを行った。テレビの効果は大きく、翌日の来場者数に強〈影響す
るので今後も良好な関係を築いていく。

e)柿設及び設備の維持管甥及び修繕に閉する業務

ア日々の巡闘や定期点検等により、施設や設備・機器類の適正な管理に努めた。
イ展示設備や映像機器の故障等は速やかに修繕を行い、サービスの低下を招かないよう対処した。
ウ個々の修理
・エアコン膨張バルブ、冷媒の交換等(計24日)
・太陽光発電設備コン1¥一世ー故障(応急処置で対応)
.電話設備交換(県紀北地域活性化局)
司自販機設置
.wトFiル-51整備(全館使用可)
・映像ホール大裂プロジェヴ安一故障(令和3年1月、修理不可)

ヱ今後の見通し
E映像ホール大型プロジヱク51-及び笠宮電機器を令和3年度に更新する予定である。
・太陽光発電設備、浄化槽など経年劣化による故障のリスクが高まっている箇所について、予算の定めるところ
により、計画的な修繕を行っていく。
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20-2 指定管理者が行う公の施設の菅護状況報告{様式1)

③展施策への毘慮iこ腐すI<業務

ア人権尊重のための取組
人権意識を向上させるため、職員研修を行うとともに、身体障がい者や高齢者等が利用しやすい環境づくり
に取り組んだ。

イ男女共同参画社会実現への取組
職員がその適性に応じて能力を発揮できるよう、男女ともに企画、広報、庶務等様々な業務を経験することと
している。

ウ持続可能な循環型社会の創造に向けた取緩
世界遺産「紀伊山地のE霊場と参詣道jにかかる文化的景観の保護保全の努力を強化している。

ほ)情報公開・個ム情鍾保護!こ関す盈業務

ア情報公開実施婆領の制定状況
情報公開実施要領を制定し、婆領に基づいた適切な対応ができるよう研修を行った。令和2年度は開示請求は
なかった。

イ個人情報保護に対する取組
個人情報保護規定に基づき、個人情報を適切に扱ったロ

信2i:の4lb.の業務

該当なし

(2)施設の利用状況

①施設の利用の許可

施設名 利用件数 利用人数

企画展市室 。 。
映像ホル 16 204 

会議室 35 82 

和室 29 175 

体験学習室 25 172 

小ホ ル 30 519 

大ホル 27 1，100 

2 満扇羽金め収入の実緩

施設の利用に係る収入績は、 244，610円でflJI!l料の減免については7件ですべて承認した。

3 管理業務に関する経費の収支状況 (単位円)

収入の部 支出の部

R1 R2 R1 R2 

指定管理料 68，368，000 68，996，000 事業費 9，215，587 9，275，971 

利用料金収入 369，610 244，610 管理費 65，551，524 63，423，845 

その他の収入 1，464，050 2，780，499 その他の支出 。 。
合計 (a) 70，201，660 72，021，109 合計 (b) 74，767，111 72，699，816 

収支差額 (a)-(b) ム4，565，451 b， 678，707 

来宿支菅覆著か変才つった場合、目青年度の収支状況には斜線を記入しています。

下;一 7，400円
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4 成果呂標とその実績

項呂 目標 実績 達成半(%)

1施設稼働率(%) 50 53.8 107.6 

2来場者数(人) 115，000 97，160 84.5 

3 地域の歴史・文化に関する
情報収集・集積の結果発表

1)東紀州地域内での開催(回) 10 12 120.0 (企箇展の回数)

2)東紀州地域外での開催(回) 2 2 100.0 
成果目標及び実績

3)県外での開催(困) 100.0 

4 図内外の世界遺産登録地
2 4 2日0.0

等との連携事業(回)

5学校連携事業(校) 25 92 368.0 
(体験学習、体験教
育旅行を吉む)

6 利用者の満足度(%) 95.0 99:0 104.2 

※施設稼働率算出式=利用B数/開館回数X100
(企画縫示室、映像ホール、会議案、和室、体験学習室、大ホル、小ホルが利用対章。
内部打ち合わせ、映像ホル定時上映利用を除く)

※来場者数l立、センター以外の会場で実施した事業の害加者を吉む。

-来場者数目標115，000人のところ97，160人となった。理由としては、コ5ロ号ナ'01禍での初日間の休
舘や主催事業の中止・延期が挙げられる。その中でも、達成率が84 こ留まったのは、県
の事業である体験教育旅行によるところが大きい。今後も社会見学等での来舘を促したい。

-東紀州地域外での発信事業の開催回数を増やし、セン告ーの存在と価値を広報したい。

今後の取組方針
-親子連れ(未就学児)の来場者が令和元年度から増えている。令和2年度lまスラックラインや
焼いも体験等を企画し、 1，094入の参加者を得た。引き続き親子が楽しむことができる企画を
創出したい。

-熊野本宮館のみならず他県の世界遺産登録地との連携を推進したい。
.学校連携事業においては、地域の学校へのf出前授業」を推進したいロ次世代に世界濃度の
保全と活用に対する意識を育てたい。
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5 管理業務に関する自己評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

評価の項目
評価

コメント
R1 R2 

熊野吉道等に関する情報発信や交流のした拠様点々 となして企、画熊展野や古体道験や学そ習の、周辺地域の自然、
歴史、文化等の地域資t原を有効に活用 、講座・講演会、地
域内外との交流イベント等を実施している。令和2年度!土、 4月当初から新型コロナウイル

1 管理業務の実
ス感染拡大防止対策を十分に実施できた。事業については、特にセンヲー開館時期から

施状況 B B の目的である熊野古道伊勢路に隠する情報の収集と発信、地域住民との交流に努めた。
県がスペイン・バスウ自治州と覚書を締結したことを記念して各種企画展を県内外の会場
で開催した。コロナ禍で県外への修学旅行の実施が難しい状況の中、黒地域連携部事業
の体験教育旅行で83校の小中高特別支援学校等が来館し、世界遺産学習や尾鷲ヒノキ
を利用した体験学習を行うことができた。

企画展や体験学習、講座・講演会等を開催するとともに、貸館により地減の図体等に活
2 施設の利用状

日 B 
動の場を提供している。令和2年度から大小ホールに利用料金を課すことにより利用率の

;児 低下が予想されたが、施設稼働率は53.8%(前年度58.5%)となり、休館措置(38日間)を
実施した中でも一定の水準を維持することができた。

3 成果目標及びそ
成果目標のうち、来場者数だけが達成できなかったが、体験教育旅行の事業の効果は

の実績
B 日 大きかった。また、来場者に親子連れが目立って増えており、再訪してもらうための工夫が

必要である(滞在時間と回数)。

※評価の項目f1Jの評価

fAJ →業務計画を順識に実施し、特に優れた実績を上げている。
fSJ→業務計蘭を順調に実施している。
fCJ →業務計画を+分には実施できていない。
fDJ →業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

※評価の項目 f2Jf3Jの評
価

f AJ →当初の呂擦を達成し、特に優れた実績を上げている。
fSJ →当初の巨標を達成している。
fCJ →当初の自標を十分にほ達成できていない。

総括的な評価

fDJ 吋当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。

-上記の評価に至った根拠・理由
，成果目標に対する達成度来場者数については、体験教育旅行や移動展で約10%を確保している。
コロナ禍の中、来場を促すにも制約があり難しい状，兄て、あった。今後も、ある程度この状況が継続す
るものと思われる。学校連携の「出前授業」等については、令和元年度に比べて、学校数・参加者数
ともに減少したが、体験教育旅行との兼ね合いで、地元学校の社会見学等が例年に比べ減少した
ことに起因していると思われ'る。令和3年度l土、阜期の照知等に努め、実施数を増やしていきたい。
・残されている諜題令和3年8月の熊野尾鷲道路のIC接続による尾鷲市街への流入車両の減少が
セン告ーへの来場者数減に繋がると予想される。センヲーでの社会見学、体験学習等の活動をPRし
て誘客を{足したい。

・適切な維持管理開館14年を経過し、結設設備や機器類の劣化が加速度的に進んでいる中、利用
者が安全安心かつ快適な環境で施設を利用できるよう、優先順位を付けたうえで必婆な対応を県と
協議し、保守修繕に取り組んだ。今後もサ ビスの低下を招かないよう適切な維持管理に努めたい 0

・アンケ トの実施 e 体験教育旅行利用者の意見や提案を分析し、改善方法等について検討を重ね、
事業内容や経営に，吉かして、今後の社会見学へのつなぎとしたい。

・施設事JJ'Il者(貸館)の公平な利用申込を図るため、ホ ムページ上で利用状況の更新をリアルヲイ
ムで行った 0

・自然災害等による熊野吉道の通行状況をセン告ーで集約し一元化するとともに、ホームページ上で
発信するシステムを構築した。
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